
　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A201600266

2016-1038

2016/08/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、バッテリーパッ
クが著しく焼損していた。○バッテリーパック
内部の基板は著しく焼損し、基板中央部が焼失
し、トランジスター等の複数の電気部品が脱落
していた。○バッテリーパック内部のリチウム
イオン電池セル６個に出火の痕跡は認められな
かった。○当該製品の充電器の外観及び出力に
異常は認められなかった。○モーター回転軸に
固着は認められず、モーター基板は焼損はして
いなかった。○バッテリーパック側面にはスリ
ット状の通気口が設けられていた。○事故発生
２日前に使用者が当該製品のフィルター及びダ
ストボックスを洗浄した際、当該製品に水が掛
かった。●当該製品はバッテリーパック内部の
基板上でトラッキング現象が生じて出火したも
のと推定されるが、基板の焼損が著しく、一部
が焼失して確認できなかったことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/22)電気掃除機

ダイソン（株）

ＳＶ０７

( 火災 )

A201600483

2016-1728

2016/11/17

(事故発生地)

山口県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、金
属部品以外は焼失しており、基板や内部配線等
は確認できなかった。○モーター用コンデンサ
ーの接続端子に溶融痕が認められた。○当該製
品は屋外に設置されていた。○取扱説明書には
、「風雨にさらされる場所に置かない。」旨、
記載されていた。●当該製品のモーター用コン
デンサーの接続端子が異常発熱して出火した可
能性が考えられるが、焼損が著しく、当該製品
が屋外に設置されていた影響も考えられ、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/28)電気洗濯機

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株
））

ＷＦ－５５ＷＬＢ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A201600633

2016-1861

2016/12/22

(事故発生地)

京都府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の充電を開始して約
７時間後に、当該製品から出火した。○当該製
品はリチウムイオン電池セルが焼損し、ディス
プレイ部分が外れていた。○電池セルは、電極
体が全体的に焼損しており、正面左上部分では
著しい焼損と、多くの損傷が認められた。○プ
リント基板に焼損は認められず、ＡＣアダプタ
ーとの接続部にも異常は認められなかった。○
外郭の四角には、落下等で生じたと思われる損
傷が複数認められ、正面左上部分には打痕のよ
うなへこみが認められた。●当該製品のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡を生じて出火に至
ったものと推定されるが、焼損が著しく、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/30)携帯型音楽プレーヤー

（有）アップルジャパンホ
ールディングス（現　Ａｐ
ｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（同）
）

ｉＰｏｄ　ｎａｎｏ　ＭＢ
７４２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201600686

2016-2138

2017/02/02

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、２名が軽傷を負った。

　調査の結果、○当該製品の製氷機に動作不良
が生じたため、使用者が冷凍室をケースごと取
り外したところ、数分後に冷凍室があったスペ
ースの製氷機付近から炎が上がった。○当該製
品は全体的に著しく焼損し、内部の樹脂部品、
食品等が焼損して最下段の冷凍室のスペースに
落下していた。○製氷機の電気部品は残存して
いたが、製氷機の配線は一部が断線しており、
状態が確認できなかった。○機械室内部の圧縮
機、制御基板等の電気部品に出火の痕跡は認め
られなかった。○事故発生の約３年前に、製氷
機能の不具合のため、製氷機及び蒸発器用の送
風ファンの交換修理を事業者が行っていた。●
当該製品は、製氷機付近から出火した可能性が
考えられるが、焼損が著しく、配線の一部が確
認できなかったことから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/16)電気冷蔵庫

パナソニック（株）

ＮＲ－Ｃ３７９Ｍ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A201600705

2016-2279

2017/01/00

(事故発生地)

東京都

　当該製品を汚損し、周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○使用者は当該住宅への入居準
備中であり、当該製品を使用したことはなく、
事故発生時は不在であった。○当該製品のラジ
エントヒーター上に置かれていた樹脂製トレイ
とトレイ上の可燃物等が焼損していた。○トッ
ププレート、操作部及び本体内部に異常は認め
られなかった。○ラジエントヒーターの動作を
確認したところ、異常は認められなかった。○
電源スイッチは、自動オフ機能を備えていなか
った。○加熱スイッチは電源スイッチに隣接し
て配列されており、電源スイッチがオンの状態
で１秒以上押されるとオン状態となるが、５秒
以上押し続けると通電を停止する構造であった
。○事故発生現場では、猫（２匹）が放し飼い
にされていた。●当該製品のスイッチが意図せ
ず入ったため、ラジエントヒーターが通電状態
となり、上に置いていた可燃物が出火したもの
と考えられるが、事故発生時の詳細な使用状況
等が不明であり、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/21)電気こんろ

三化工業（株）

ＳＩＨ－Ｃ２２４Ａ

( 火災 )

A201600731

2016-2283

2017/01/20

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、両足に低温火傷を
負った。

　調査の結果、○当該製品を使用して約６時間
就寝し、朝起きると両足首の後側が水ぶくれに
なっていた。○当該製品は、検知線付ヒーター
線が足元側の１か所でループ状に重なっており
、設定温度が「強」の場合は、その重なった部
分の温度（６１℃）は他の部分（５２℃）より
も温度が高くなっていた。○ヒーター線は、縫
製された生地の縫い目を通す構造であり、接着
はされていなかった。○取扱説明書には、「比
較的低い温度でも、皮膚の同じ箇所が長時間触
れていると、低温火傷に至ることがある。」旨
、記載されている。○当該製品に同梱の注意事
項を記載した紙には、「しわができないよう１
日１回本体を広げ直す。」、「しわ等でヒータ
ー線によじれができると部分的に温度が上昇し
、低温火傷を起こす場合がある。」、「しわを
のばし、ヒーター線によじれがないことを確認
する。」旨、記載されているが、外観ではヒー
ター線の偏りやループが確認できなかった。○
就寝時における当該製品の温度設定や足との接
触位置等、詳細な使用状態は不明であった。●
当該製品を長時間足に接触させて使用したため
、低温火傷を負ったものと推定されるが、当該
製品の温度設定や足との接触位置等、詳細な使
用状況が不明のため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/02)電気毛布

（株）広電（（株）山善ブ
ランド）

ＹＭＳ－１３（（株）山善
ブランド）

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A201600758

2016-2427

2017/02/26

(事故発生地)

長野県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品を布団の上に置き、
充電したまま外出したところ、当該製品周辺の
布団の一部が黒く焦げた。○当該製品の背面外
郭樹脂と前面ＬＣＤパネル内側面に焼損が認め
られたが、内部のプリント基板に出火の痕跡は
認められなかった。○内部のリチウムポリマー
電池セルは著しく焼損し、正極電極は巻回体巻
き終わり部分以外は焼失していた。○当該製品
を接続していたＡＣアダプター及びＵＳＢケー
ブルに出火の痕跡は認められなかった。●当該
製品の背面外郭樹脂及び前面ＬＣＤパネルの焼
損が著しく、リチウムポリマー電池セルに異常
発熱した痕跡が認められたが、事故発生時にお
ける当該製品及び周囲の詳細状況が不明のため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/13)携帯電話機（スマートフ
ォン）

ソニーモバイルコミュニケ
ーションズ（株）（ＫＤＤ
Ｉ（株）ａｕブランド）

ＳＯＬ２６（ＫＤＤＩ（株
）ａｕブランド）

( 火災 )

A201600772

2016-2456

2017/02/24

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品の電源をオン／オフ
操作した際に出火し、カバーが溶融して落下し
た。○当該製品は、樹脂製カバーの中央部が焼
損し穴が空いていた。○内部プリント基板の電
気部品に焼損等の異常は認められなかった。○
取付アダプターと本体を接続する電源線には複
数回のねじれが認められ、断線しており、断線
部先端に溶融痕が認められた。○電源線の断線
部から負荷側のコネクターまでの線材及び端子
は焼失していたが、コネクター外郭樹脂は当該
製品本体に残存し、焼損は認められなかった。
○当該製品は、事故の前日にちらつきが発生し
たので、使用者がカバーを外そうとしたが外れ
なかった。●当該製品の取付アダプターの電源
線が短絡したため、出火に至ったものと推定さ
れるが、事故発生以前の詳細な状態が不明であ
り、確認できない部品があったことから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/21)照明器具

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＨＨ４８００Ｘ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A201600791

2017-0007

2017/03/12

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を延長コードに接続して使用
していたところ、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の電源プラグは、１
口の延長コードを介して壁コンセントに接続さ
れていたが、事故発生時の動作状況は不明であ
った。○電源プラグが著しく焼損していた。○
電源プラグの栓刃及び電源プラグに接続されて
いた延長コードのコードコネクターボディは使
用者によって廃棄されており、確認できなかっ
た。○電源プラグ部以外に異常は認められず、
電源コードを交換したところ、問題なく動作し
た。○取扱説明書には、「延長コードを使用し
ない。電源コードが異常発熱して火災の原因に
なる。」旨、記載されている。●当該製品の電
源プラグと延長コードのコードコネクターボデ
ィの接続部付近で異極間短絡が生じて電源プラ
グの樹脂部が炭化し、焼損したものと考えられ
るが、確認できない部品があったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/28)電気冷温風機

ダイソン（株）

ＨＰ０１

( 火災 )

A201700026

2017-0098

2017/03/12

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、他社製充電器及
び他社製ケーブルを接続して充電されていた。
○当該製品の焼損は著しく、アルミ製カバーの
背面上側が溶融しており、内蔵リチウムイオン
電池セルが露出していた。○リチウムイオン電
池セルは著しく焼損し、出火の痕跡の有無は確
認できなかった。○内部の基板及び電池セルの
保護回路基板は著しく焼損し、出火の痕跡の有
無は確認できなかった。●当該製品の焼損は著
しく、詳細な状況が確認できないことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/13)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ　６ｓ　ＭＫ
ＱＱ２Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A201700120

2017-0440

2017/05/22

(事故発生地)

広島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、接続された配管
の保温材が焼失し、本体外面が焼損した状態で
あった。○制御基板の電源端子台及び接続され
た電源ケーブルが著しく焼損しており、電源ケ
ーブルを接続する端子台ねじ部の座金が溶融し
ていた。○モーター、コンデンサー、電源コー
ド及びその他の電気部品に異常は認められなか
った。○当該製品は、内部の配線に布が巻かれ
、外部に布が掛けられた状態であった。●当該
製品は制御基板の電源端子台においてトラッキ
ング現象が発生し焼損したものと推定されるが
、トラッキング現象に至った原因が不明のため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/01)電気ポンプ（井戸用）

三菱電機（株）（現　テラ
ル多久（株）が事業承継）

ＥＰ－１５６Ａ－１

( 火災 )

A201700160

2017-0565

2017/06/03

(事故発生地)

千葉県

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。（A201700168と同一事
故）

　調査の結果、○当該製品は他社製の光回線終
端装置に組み込んで使用する製品で、光回線終
端装置の外郭も含めて著しく焼損していた。○
当該製品の基板全体が著しく焼損し、両面とも
に基材のガラス繊維組織が露出していたが、穴
空き、欠損は認められなかった。○当該製品は
コネクター類が焼失し、多数の電子部品が脱落
しており、確認できなかった。○微細な銅箔パ
ターンには、随所に基材からのはく離が認めら
れ、溶断箇所の有無は確認できなかった。○他
社製の終端装置の電源基板から供給される電源
用の配線及びコネクターに断線、溶融痕等は認
められなかった。○その他の残存する電気部品
、銅箔パターンに出火の痕跡は認められなかっ
た。●当該製品の残存する電気部品に出火の痕
跡は認められなかったが、焼損が著しく、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/22)ルーター（パソコン周辺
機器）

ＮＥＣプラットフォームズ
（株）（東日本電信電話（
株）ブランド）

ＰＲ－４００ＮＥ（東日本
電信電話（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A201700163

2017-0566

2017/06/06

(事故発生地)

大阪府

　施設で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生し、１名が
重傷を負った。

　調査の結果、○使用者が当該製品を腰から背
中付近に敷いて使用していたところ、着衣の背
中に着火した。○本体側電源コード根元のコー
ドプロテクターが欠損しており、本体から約４
ｃｍ付近で電源コードの芯線の片側が断線し、
絶縁被覆が焼失していた。○本体ケース内部に
焼損は認められず、内部の電気部品に異常は認
められなかった。○当該製品は、製造から３０
年経過しており、事故発生の４か月前に中古品
として購入されたものであった。●当該製品は
、電源コードの芯線が半断線したことで、スパ
ークを生じて出火したものと推定されるが、事
故発生以前の詳細な使用状況が不明のため、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/23)電気あんか

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＭＡ－４０Ｂ

( 火災  重傷 )

A201700164

2017-0487

2017/05/13

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者が当該製品の充電を開
始してから約２時間３０分後、破裂音とともに
バッテリーパックが本体から飛び出し出火した
。○当該製品の背面カバーの一部が溶融、破損
し、バッテリーパックが著しく焼損していた。
○パック内のリチウムイオン電池セルの電極は
中央部付近で周期的に焼損していた。○パック
内部の基板に出火の痕跡は認められなかった。
○当該製品本体に割れ、変形等、強い衝撃が加
わった痕跡は認められず、同等品のバッテリー
パックを取り付けたところ正常に動作した。○
当該製品は使用者によりバッテリーの脱着が可
能な機種であったが、これまでにバッテリーパ
ックの交換及びバッテリーカバーの脱着は行っ
ていないとの申出内容であった。●当該製品は
バッテリーパック内部のリチウムイオン電池セ
ルが異常発熱して出火したものと推定されるが
、電池セルの焼損が著しく、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/23)携帯電話機（スマートフ
ォン）

サムスン電子ジャパン（株
）（（株）ＮＴＴドコモブ
ランド）

ＳＣ－０４Ｆ（（株）ＮＴ
Ｔドコモブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A201700168

2017-0571

2017/06/03

(事故発生地)

千葉県

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。（A20170565と同一事
故）

　調査の結果、○当該製品の外郭は焼失してい
た。○ＯＮＵ基板に穴空き、欠損は認められな
かったが、著しく焼損し、コネクター、チップ
部品が脱落し、確認できなかった。○電源基板
に穴空き、欠損、銅箔パターンの溶断部位は認
められなかったが、電解コンデンサー、ＯＮＵ
基板への電源コネクター等が脱落しており、確
認できなかった。○電源基板とＯＮＵ基板を接
続する配線に断線箇所は認められなかった。○
当該製品のＡＣアダプターは著しく焼損し、外
郭は焼失していたが、基板の穴空き、欠損は認
められなかったほか、電解コンデンサーの防爆
弁作動による電解液噴出の痕跡も認められなか
った。○ＡＣアダプターのＤＣ出力端子及びコ
ード、ＡＣコードに溶融痕は認められなかった
。●当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡
は認められなかったが、焼損が著しく、確認で
きない部品があったことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/23)光回線終端装置（パソコ
ン周辺機器）

三菱電機（株）（東日本電
信電話（株）ブランド）

ＧＥ－ＰＯＮ＜Ｍ＞Ｅ　Ｇ
Ｅ－ＰＯＮ－ＯＮＵタイプ
Ｇ＜１＞２（東日本電信電
話（株）ブランド）

( 火災 )

A201700186

2017-0626

2017/06/12

(事故発生地)

大分県

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、○当該製品は故障してファンモ
ーターが動かない状態だったため、修理業者が
確認のため天板を外したところ、数十秒後にイ
ンバーター基板付近から出火した。○インバー
ター基板上のファンモーター駆動用パワー素子
、ファンモーター駆動用ＩＣ付近が焼損してお
り、ファンモーター駆動用パワー素子が著しく
焼損していた。○パワー基板やファンモーター
等のその他の電気部品に出火の痕跡は認められ
なかった。○インバーター基板上に故障履歴と
してファンモーター停止異常履歴が記録上限の
２５５回分記録されていたが、詳細な使用状況
は特定できなかった。●当該製品のファンモー
ター駆動用パワー素子から出火したものと推定
されるが、パワー素子の焼損が著しく、また、
修理業者の作業内容及び故障履歴の詳細が不明
のため、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/30)エアコン（室外機）

三菱電機（株）

ＭＳＺ－ＤＸ２８Ｊ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A201700218

2017-0727

2017/06/15

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のケース上部が大き
く開口し、内蔵のリチウムイオン電池セルが本
体外へ飛び出していた。○電池セルの右側面に
へこみがあり、へこみを起点とした出火の痕跡
が認められ、電極が電池セルのへこみに対応す
る箇所で欠損していた。○バッテリーパック等
の金属固定板が、電池セルのへこみと同じ箇所
で、電池セル側に向かって凸状に変形していた
。○パック内部の制御基板に出火の痕跡は認め
られなかった。○当該製品本体に出火の痕跡は
認められなかったが、裏ケースには落下による
と思われる傷やへこみが認められた。○使用者
は当該製品を落下させたことはあるが、画面が
割れる等の衝撃を与えたり、分解や改造を行っ
たりはしていないとの申出内容であった。●当
該製品は、内蔵のリチウムイオン電池セルが内
部短絡して出火したものと推定されるが、電池
セルの焼損が著しく、外力による影響も考えら
れることから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/18)携帯電話機（スマートフ
ォン）

ＨＴＣ　ＮＩＰＰＯＮ（株
）（ＫＤＤＩ（株）　ａｕ
ブランド）

ＨＴＶ３２（ＫＤＤＩ（株
）　ａｕブランド）

( 火災 )

A201700220

2017-0729

2017/05/19

(事故発生地)

広島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は著しく焼損し、可
燃部は全て焼失しており、電源コードは壁コン
セント及び当該製品の端子台部に接続された状
態で焼け残っていた。○電源コード、ファンモ
ーター、フラップモーター等の確認できた部品
に出火の痕跡は認められなかった。○制御基板
は確認できなかった。●当該製品の残存する電
気部品に出火の痕跡は認められなかったが、焼
損が著しく、制御基板等の確認できない部品が
あったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/19)エアコン

ダイキン工業（株）

ＡＴＲ６３ＨＰＥ４－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A201700245

2017-0900

2017/07/12

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者は、日常的に電源プラ
グを抜き差ししていた。○当該製品は電源プラ
グ部のみ焼損しており、コードリールを交換後
、正常に動作した。○電源プラグ内部のカシメ
部付近で芯線が断線し、断線部に溶融痕が認め
られた。○電源プラグの栓刃と芯線のカシメ部
は残存していたが、詳細な確認はできなかった
。○電源プラグの根元部分で芯線の一部にねじ
れと断線が認められた。●当該製品は電源プラ
グ内部において、芯線の断線、スパークが生じ
て内部の樹脂を徐々に炭化させ、トラッキング
現象により出火に至ったものと考えられるが、
芯線が断線した原因は不明であり、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/28)電気炊飯器

三洋電機（株）（三菱電機
ホーム機器（株）ブランド
）

ＮＪ－Ｇ６Ｓ（三菱電機ホ
ーム機器（株）ブランド）

( 火災 )

A201700271

2017-0968

2017/07/11

(事故発生地)

神奈川県

　事務所で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品を机の上に置いてい
たところ、発煙した。○当該製品外観は、液晶
パネルにひび割れがあり、上面の嵌合が破損し
て隙間が空いた状態であった。○本体四角にへ
こみ、傷又は著しい破損は認められなかった。
○内蔵リチウムイオン電池セルは上側面が開口
しており、外装の表面には上側面から波状のひ
ずみが発生し著しく焼損していた。○電池セル
の取付け状態等、詳細な焼損状況は確認できな
かった。○その他の電気部品に出火の痕跡は認
められなかった。●当該製品のリチウムイオン
電池セルが内部短絡したため、異常発熱して出
火したものと推定されるが、電池セルの焼損が
著しく、事故発生以前の詳細な使用状況が不明
なことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/08)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ６　ＭＧ４Ｆ
２Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A201700348

2017-1178

2017/09/01

(事故発生地)

東京都

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、○当該製品は、電源回路基板上
に設置されていた電解コンデンサーの防爆弁が
作動しており、電解液の噴出が認められた。○
当該製品の昇圧電圧を監視するために設けられ
た電圧制御用ＩＣを確認したところ、正確な値
が表示されない異常が認められた。○その他の
電気部品に異常は認められなかった。○当該製
品は脱衣所で使用されていたが、据付工事説明
書には、「脱衣所への設置を禁止する。」旨の
注意が記載されていた。○同一機種による同一
事象事故が、高湿度環境になる可能性が低い場
所においても過去に発生していた。●当該製品
は、直流昇圧回路の出力側に装着された電解コ
ンデンサーの電圧制御用ＩＣが故障したことで
、電解コンデンサーに過電圧が加わり、電解コ
ンデンサーが過熱し、内圧が上昇して防爆弁が
作動し、高温の電解液が外部に噴出したものと
推定されるが、電圧制御用ＩＣが故障した原因
が不明のため、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/11)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三洋電機（株）

ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ２

( 火災 )

A201700364

2017-1202

2017/08/29

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（A201700451と同一事故）

　調査の結果、○当該製品は著しく焼損し、原
形をとどめていなかった。○当該製品が置かれ
ていた机上では、他社製のリチウム電池内蔵充
電器が充電されていた。○事故発生現場から著
しく焼損したリチウムイオン電池セル４個が回
収されたが、当該製品又は他社製リチウム電池
内蔵充電器のどちらに内蔵されていた電池セル
かは特定できなかった。●当該製品の焼損は著
しく、確認できない部品があったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/15)ノートパソコン

（株）東芝（現　Ｄｙｎａ
ｂｏｏｋ（株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　ＲＺ
７３／ＣＢ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A201700366

2017-1053

2017/08/15

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品からお湯
が噴出し、火傷を負った。

　調査の結果、○使用者が当該製品を使用して
いたところ、蓋が開いて湯が噴出したとの申出
内容であった。○当該製品は、電動式給湯レバ
ーが破損しており、外郭側面に大きなへこみと
、上蓋のヒンジ部と本体底部に傷がある状態で
あった。○タンク内の満水目盛よりも１３ｍｍ
上まで茶色に変色していた。○当該製品の蓋の
嵌合状態は確認できなかった。○同等品を用い
てタンク内の水位を満水目盛よりも２５ｍｍ上
（ほぼ容器全てに水が満たされている状態）ま
で給水し、湯沸かしを行ったところ、湯沸かし
中に吐出口及び蒸気口から湯が約３８０ｍｌ吹
きこぼれたが、蓋が開くことはなかった。○取
扱説明書には、「タンク内に満水目盛以上の水
を給水すると、吹きこぼれや火傷の原因となる
。」旨、記載されていた。●当該製品のタンク
内において、満水目盛を超える位置まで給水さ
れていた痕跡が認められたが、事故発生時の詳
細な使用状況が不明であり、蓋の嵌合状態を確
認できず、蓋が開く状況が再現しなかったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/19)電気湯沸器

タイガー魔法瓶（株）

ＰＶＷ－Ａ３００

( 重傷 )

A201700372

2017-1230

2017/09/04

(事故発生地)

京都府

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。(A201700387と同一事
故)

　調査の結果、○事故発生現場では、壁面に固
定されたベニヤ合板に、当該製品を含むパワー
コンディショナ３台が下段に並べて設置されて
おり、上段には交流側の漏電用遮断器３台、交
流側の配線用遮断器１台、データ送信機１台及
び接続箱３台が並べて設置されていた。○当該
製品は基板自体に穴空きや局所的な損傷は認め
られず、電流ヒューズは切れていなかったが、
電気部品の大部分が焼失していた。○残存する
フィルムコンデンサーは著しく焼損しており、
原形をとどめていなかった。○端子台の樹脂部
は焼失し、電線が一部脱落していたが、端子接
続部に出火の痕跡は認められなかった。○事故
発生現場に設置されていた当該製品以外の接続
箱や各遮断器等も全体的に著しく焼損していた
。●当該製品の焼損は著しく、確認できない部
品があったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/21)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

オムロン（株）

ＫＰ５５Ｋ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A201700387

2017-1337

2017/09/04

(事故発生地)

京都府

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。(A201700372と同一事
故)

　調査の結果、○事故発生現場では、壁面に固
定されたベニヤ合板に、パワーコンディショナ
３台が下段に並べて設置されており、上段には
交流側の漏電用遮断器３台、交流側の配線用遮
断器１台、データ送信機１台及び当該製品を含
む接続箱３台が並べて設置されていた。○当該
製品が３台中で最も焼損が著しく、サージアブ
ソーバーの端子接続部が焼失してヒューズが溶
断していたが、内部短絡の痕跡は認められなか
った。○当該製品内部の４個の直流開閉器の電
線との端子接続部はすべて接続状態にあったが
、一部の部品に溶融が認められた。○事故発生
現場に設置されていた当該製品以外のパワーコ
ンディショナや各遮断器等も全体的に著しく焼
損していた。●当該製品の焼損は著しく、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/29)接続箱（太陽光発電シス
テム用）

河村電器産業（株）

ＰＶＬ－ＯＭ－０４ＶＡ

( 火災 )

A201700391

2017-1351

2017/09/10

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の支柱を含む台座か
ら上部の樹脂部分は著しく焼損していた。○台
座からの出火の痕跡は認められなかった。○モ
ーター及び起動用コンデンサーに出火の痕跡は
認められなかった。○電源コードは、電源プラ
グから約１５ｃｍ付近で断線し、溶融痕が認め
られたが、通常の使用において外力が加わらな
い位置であった。○当該製品の台座より上部の
首振機構部等の内部配線は確認できなかった。
●当該製品の焼損は著しく、内部配線等の確認
できない電気部品があったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/02)扇風機

（株）千住

ＢＴ－８ＺＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A201700395

2017-1355

2017/09/26

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のモーター周辺が焼
損していた。○焼損部でモーター巻線が断線し
、断線部に溶融痕が認められ、焼損部付近で巻
線と内部配線の接続部が溶融し、内部配線側の
先端に溶融痕が認められた。○巻線の焼損して
いない接続箇所に被覆除去の作業不良とみられ
る痩せが認められた。○シリンダーケース内壁
には擦過痕が認められ、シリンダー内のピスト
ン表面等には金属粉が認められた。○コンプレ
ッサーオイルは黒く濁っており、適正量より不
足していた。○過電流保護装置及び温度過昇防
止装置の接点に溶着は認められなかった。○そ
の他の電気部品に出火の痕跡は認められなかっ
た。○当該製品は使用期間中、必要なメンテナ
ンスは実施されていなかった。○取扱説明書に
は、「コンプレッサーオイルが適正量入ってい
るか確認し、オイル量が不足している場合は注
油する。オイル不足の状態で作動させると、ピ
ストン、シリンダー及びモーターの焼損の恐れ
がある。」旨、記載されている。●当該製品の
モーター巻線と内部配線の接続箇所が過熱し出
火したものと推定されるが、配線の接続部及び
モーター巻線の一部が焼失していることから、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/04)空気圧縮機

県央貿易（株）

Ｋ－１５２４

( 火災 )

A201700402

2017-1304

2017/09/02

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が左腕に
火傷を負った。

　調査の結果、○当該製品は、装着している樹
脂製ケースの上側が著しく溶融し、本体外郭ケ
ースの合わせ目には、２ｍｍの隙間ができてお
り、付近にはすすが付着していた。○内蔵のリ
チウムイオン電池セルは、電極体の位置が正規
の位置から上側に１ｍｍずれていた。○電池セ
ルの外郭、封口部の状態等、内部の詳細な状態
は確認できなかった。○ＡＣアダプター及び充
電用コードに短絡や溶融痕等の異常は認められ
なかった。●当該製品は、内蔵のリチウムイオ
ン電池セルが異常発熱したものと考えられるが
、詳細な使用状況が不明のため、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/05)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ　６ｓ　ＭＫ
ＱＲ２Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A201700417

2017-1413

2017/09/15

(事故発生地)

滋賀県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡した。現場に当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は著しく焼損してお
り、金属部品だけが残存していた。○当該製品
の残存する電源コード及び内部配線は、絶縁被
覆が全て焼失して数箇所で断線していたが、断
線部に溶融痕は認められなかった。○コンプレ
ッサー及び始動リレーに異常は認められなかっ
た。○コンデンサー、除湿タイマー、ファンモ
ーター及び庫内灯は確認できなかった。●当該
製品の残存する電気部品に出火の痕跡は認めら
れなかったが、焼損が著しく、コンデンサー等
の確認できない部品もあったことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/12)電気冷蔵庫

大宇販売（株）

ＤＲ－Ｔ２３ＢＷ

( 火災  死亡 )

A201700422

2017-1415

2017/09/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の可動式電源プラグ
部が焼損しており、栓刃の片極が可動部のカシ
メ部から脱落していた。○脱落した栓刃及び栓
刃間の可動部樹脂の確認はできなかった。○栓
刃が脱落した極の栓刃可動部に炭化物の付着等
、異常発熱の痕跡が認められた。○当該製品が
接続されていた壁コンセントは、片極の刃受金
具に広がりが認められた。●当該製品の電源プ
ラグの栓刃可動部が異常発熱し、焼損したもの
と推定されるが、栓刃等の部品が確認できず、
事故発生以前の詳細な使用状況が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/13)延長コード

（株）オーム電機

ＨＳ－Ｔ１１５３Ｗ

( 火災 )

A201700432

2017-1433

2017/10/03

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品のタップ部に電気ポ
ットの電源プラグを接続し、湯を沸かし始めた
ところ、異臭がして発煙し、電源プラグ部と当
該製品を接続していた壁コンセント（事業者等
詳細不明）を焼損した。○当該製品は、電源プ
ラグ部が焼損し、片側の栓刃は溶融欠損してい
たが、その他の部分に異常は認められなかった
。○壁コンセントは、溶融欠損した栓刃が差し
込まれていた側を中心に焼損が著しかった。○
壁コンセントの刃受金具に著しい広がりが確認
された。○当該製品は、電源プラグ部以外に焼
損は無く、異常は認められなかった。●当該製
品の電源プラグとコンセントの接続部において
接触不良が生じて発熱し、出火したものと推定
されるが、電源プラグの栓刃の焼損状態が確認
できないことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/17)延長コード

大和電器（株）（エレコム
（株）ブランド）

Ｔ３０９１（エレコム（株
）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A201700435

2017-1446

2017/10/03

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故当日、使用者は洗濯乾燥
コースで洗濯を開始後に外出しており、事故発
生時、住宅は無人であった。○当該製品は、操
作パネル、ドア、天板、正面下部の外郭樹脂、
天板上の洗濯物及び洗濯ドラム内の洗濯物が焼
損していた。○ＰＴＣヒーター、メインモータ
ー、循環ポンプモーター等に出火の痕跡は認め
られなかった。○電源基板、内部配線及び電源
コードに出火の痕跡は認められなかった。○操
作パネル及び表示基板は著しく焼損し、出火の
痕跡の有無は確認できなかった。●当該製品の
残存する電気部品に出火の痕跡は認められなか
ったが、事故発生時の詳細な状況が不明であり
、焼損が著しく確認できない部品があったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/19)電気洗濯乾燥機

日立アプライアンス（株）

ＢＤ－ＳＶ１１０ＡＬ

( 火災 )

A201700450

2017-1481

2017/10/07

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は床下循環用の換気
扇であり、別の排気用換気扇と一緒に床下に設
置することで床下空気の循環及び外への排気を
行うことができる製品である。○当該製品は併
用すべき排気用の床下換気扇が設置されていな
い状態で１６年間、１日に６時間稼働していた
。○当該製品は全体的に著しく焼損しており、
外郭樹脂及びコンデンサーは原形をとどめてい
なかった。○ファンモーターは焼損しており、
軸は固着していた。○内部配線が断線し、断線
部に溶融痕が認められた。○内部配線接続部の
端子、外部配線接続部の端子、温度ヒューズは
確認できなかった。●当該製品の焼損は著しく
、確認できない部品があったことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/25)換気扇（床下用）

エス・デイ・ケイ（株）

ＰＦ－１８０ＢＣ

( 火災 )

A201700451

2017-1501

2017/08/29

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。（
A201700364と同一案件）

　調査の結果、○当該製品の外郭及び制御基板
は焼失しており、確認できなかった。○当該製
品の近傍には、布製ケースに入ったノートパソ
コンが置かれており、ノートパソコンは電源オ
フ状態で、ＡＣアダプターは接続されていなか
った。○事故発生現場から著しく焼損したリチ
ウムイオン電池セル４個が回収されたが、当該
製品又はノートパソコンのどちらに内蔵されて
いた電池セルかは特定できなかった。●当該製
品の焼損は著しく、確認できない部品があった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/26)リチウム電池内蔵充電器

ＣＡＶジャパン（株）

Ｇ５００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201700470

2017-1544

2017/10/22

(事故発生地)

大阪府

　学校で火災報知器が鳴動したため確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品が設置
されていた研究室は施錠されており、無人であ
った。○当該製品は、樹脂製天板が焼失し、上
側の冷凍室庫内と下側の冷蔵室庫内の上半分が
焼損した状態であった。○ドアスイッチの可動
端子及び接点が溶融、変形しており、固定接点
の表面に溶融が認められた。○電源コードは電
源プラグから約３４ｃｍの位置で断線し、断線
部に溶融痕が認められたが、通常の使用におい
て外力が加わらない位置であった。○その他の
電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○
冷蔵室庫内に研究用の海水、試薬、保冷材等が
保管され、天板上には段ボールが置かれていた
。○当該製品は中古品であり、設置以前の使用
履歴は不明であった。●当該製品は、ドアスイ
ッチの接点部で異常発熱して出火したものと考
えられるが、焼損が著しく、事故発生時の詳細
な状況が不明のため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/06)電気冷蔵庫

シャープ（株）

不明（ＳＪ－１１ＴＬと推
定）

( 火災 )

A201700516

2017-1641

2017/11/07

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は正面から見て右側
面の外郭樹脂が焼失していた。○ヒーター部の
安全ガードに繊維の付着が認められた。○電源
コードは引出部付近で断線し、断線部に溶融痕
が認められ、断線部から本体内部の一部が焼失
し確認できなかった。○電源コードと転倒時オ
フスイッチ接続部はファストン端子で結線され
ているものであったが、接続部のファストン端
子と接続端子金具は焼失しており確認できなか
った。○ロータリー式の電源スイッチ等その他
の電気部品に異常は認められなかった。●当該
製品の焼損は著しく、本体内部の電源コード及
び転倒時オフスイッチの一部が焼失して確認で
きなかったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/20)電気ストーブ

（株）ユーイング

ＭＳ－９１２ＥＳＣ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201700545

2017-1726

2017/11/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、本体正面から見
て右側部分が焼損し、電源コード口出部周辺に
著しい焼損が認められた。○電源コードは電源
プラグから約２０ｃｍの位置で断線していたが
、断線箇所より本体側の芯線に異極間で放電し
た痕跡が認められた。○機械室付近の電源コー
ドの詳細な状態は確認できず、電源コード本体
側終端部の圧着接続部の状態が確認できなかっ
た。○コンプレッサー、過負荷リレー、庫内温
度調節用サーモスタット等、その他の電気部品
に異常発熱の痕跡は認められなかった。●当該
製品の本体内部の電気部品に出火の痕跡は認め
られなかったが、焼損が著しく、機械室付近の
電源コードの詳細な状態が確認できなかったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/04)電気冷蔵庫

吉井電気（株）

ＥＲ－５１７

( 火災 )

A201700563

2017-1767

2017/11/04

(事故発生地)

奈良県

　当該製品に電気製品を接続して使用中
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品にオイルヒーター（
１２００Ｗ）を接続して使用していたところ、
当該製品の可動式の電源プラグとコンセントが
焼損した。○電源プラグの栓刃可動部は著しく
焼損しており、栓刃可動部の角度を変えるたび
、抵抗値が数Ω～数ｋΩに変動する状態であっ
た。○栓刃には、曲がりや変色等の電源プラグ
に外力が加わった痕跡や、コンセントの刃受金
具から受熱した痕跡は認められなかった。○電
源プラグ内部で電源コードを接続する端子金具
のカシメ部に出火の痕跡は認められなかった。
○使用者は、当該製品の電源プラグをコンセン
トから抜き差しすることでオイルヒーターのオ
ン／オフを行っていた。●当該製品は、電源プ
ラグの栓刃可動部で接触不良が生じて異常発熱
し、焼損したものと推定されるが、詳細な使用
状況が不明のため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/11)延長コード

パナソニック電工（株）（
現　パナソニック（株））

ＷＨＡ２５３３ＷＫＰ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201700569

2017-1785

2017/11/18

(事故発生地)

東京都

　使用者（７０歳代）が当該製品を使用
中、着衣に着火する火災が発生し、１名
が火傷を負った。

　調査の結果、○使用者が当該製品の赤熱面を
背にして暖を取っていたところ、着衣の背中側
に着火し、火傷を負った。○当該製品の詳細は
確認できなかった。○同等品の使用時の最高温
度はガード最上部で１５０～１６０℃であった
。○同等品の本体及び取扱説明書には、「使用
中、ヒーターやガード部等の高温部に触れない
。」、「可燃物の近くで使用しない。」旨、記
載されている。●当該製品に接触又は長時間近
付いた状態で使用していたため、衣類が加熱さ
れ、発火した可能性が考えられるが、当該製品
の確認ができず、詳細な使用状況も不明のため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/14)電気ストーブ

吉井電気（株）

ＡＤＳ－８０８

( 火災 )

A201700573

2017-1788

2017/11/07

(事故発生地)

神奈川県

　病院で当該製品に携帯電話機を接続し
て充電中、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、外郭樹脂と内蔵
されたリチウムイオン電池セルが著しく焼損し
ていた。○電池セルのアルミラミネート外装フ
ィルムは著しく焼損していた。○電池セルのセ
パレーターと正極板は焼失し、負極板には焼損
及び穴空きが認められた。○回路基板、ＵＳＢ
ケーブル、ＵＳＢ端子は焼損していたが、出火
の痕跡は認められなかった。●当該製品内蔵の
リチウムイオン電池セルに内部短絡が生じたた
め、異常発熱して出火したものと推定されるが
、焼損が著しく、詳細な使用状況が不明のため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/14)リチウム電池内蔵充電器

ウイルコム（株）

ＬＭＵ－１０１ＭＣ－ＢＫ

( 火災 )

A201700575

2017-1789

2017/11/29

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品を使用
していたか否かは不明であった。○当該製品の
焼損は著しく、左右外郭側板、電源スイッチ軸
等の樹脂製部品は焼失していた。○ヒーター及
びスチームヒーターに断線及び端子の溶融は認
められなかった。○ファンモーターは焼損して
いたが、出火の痕跡は認められなかった。○電
源スイッチの一方の接点及び転倒時オフスイッ
チの電源コード側接点は焼失していた。○残存
した電源スイッチ接点、転倒時オフスイッチ接
点及び内部配線に溶融痕は認められなかった。
○電源コードの詳細は確認できなかった。●当
該製品の残存する電気部品に出火の痕跡は認め
られなかったが、焼損が著しく、確認できない
部品があったことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/15)電気温風機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＦＥ－８Ａ

( 火災  死亡 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201700582

2017-1802

2017/08/20

(事故発生地)

広島県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、○当該製品をベッドの上に置い
ていたところ、「シュー」という音がして発煙
し火花が出た。○当該製品は液晶側の上部左側
が浮き上がり、内部は上部を中心に焼損した状
態であった。○リチウムイオン電池セルは正規
の位置から上側にずれており、上端部を中心に
焼損していた。○外郭及び電池セルに外力が加
わった痕跡は認められなかった。○その他の電
気部品に出火の痕跡は認められなかった。○当
該製品のバッテリーパックはリフレッシュ交換
されたものであった。●当該製品のリチウムイ
オン電池セルが内部短絡したため、異常発熱し
焼損したものと考えられるが、事故発生以前の
使用状況が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/18)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ６　ＭＧ４Ｆ
２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201700611

2017-1888

2017/12/21

(事故発生地)

広島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品を使用し
ておらず、上にトレーを置き食器等を置いてい
たが、電源プラグはコンセントに接続されてい
た。○当該製品は著しく焼損しており、樹脂部
分が焼失していた。○当該製品のメイン基板の
銅箔パターンは、ブリッジダイオードの直流側
が焼失した状態であった。○電流ヒューズは溶
断していた。○電源コード、加熱コイル、サー
ミスター及び表示基板に出火の痕跡は認められ
なかった。●当該製品は、メイン基板に設置さ
れているブリッジダイオードの直流側の銅箔パ
ターン間でトラッキング現象が生じて焼損した
ものと推定されるが、基板の焼損が著しく、ト
ラッキング現象が生じた原因が不明のため、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)ＩＨ調理器

サナーエレクトロニクス（
株）（サンソニック（株）
ブランド）

ＳＩＣ－１４００Ｂ（Ｗ）
（サンソニック（株）ブラ
ンド）

( 火災 )

A201700613

2017-1889

2017/12/12

(事故発生地)

千葉県

　当該製品のプラグ部及び周辺を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は本体外郭に焼損等
の異常は認められず、電源コードを交換して運
転したところ、正常に動作した。○電源コード
は本体側根元で切断され、電源プラグを含めて
確認できなかった。○電源プラグを３口壁コン
セントの中段に接続していたとの申出内容であ
ったが、当該差込口に残存していた栓刃は、当
該製品のものとは形状が異なっており、出火の
痕跡は認められなかった。○当該製品が接続さ
れていたとされる壁コンセントの表面に焦げが
認められたが、刃受金具には溶融等、出火の痕
跡は認められなかった。●当該製品本体の電気
部品に出火の痕跡は認められなかったが、電源
プラグが確認できなかったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

（株）山善

ＤＦ－Ｊ１２１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A201700656

2017-1903

2018/01/09

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品のスイッチを入れたところ、
当該製品の電源コード部が焼損し、周辺
を汚損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のスイッチを入れて
から１０分後に異音がして、本体口出部付近の
電源コードが焼損した。○電源コードが本体口
出部付近で断線しており、片極の芯線断線部に
は溶融痕と芯線のねじれが認められ、もう片極
の芯線断線部では、芯線の部分断線が認められ
た。○本体内部の電気部品に出火の痕跡は認め
られず、動作確認の結果、本体動作及び消費電
力に異常は認められなかった。○当該製品は、
購入から３３年以上経過しており、新品での購
入から約１０年間使用された後、本体に電源コ
ードを巻き付けた状態で保管されていたが、事
故発生の約１か月前から再使用されていた。●
当該製品は、本体口出部の電源コードに屈曲ス
トレス等が繰り返し加わり、電源コードが半断
線となって、スパークが生じて焼損したものと
考えられるが、詳細な使用状況が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/16)電気ストーブ

三洋電機（株）

Ｒ－８６Ｆ

( 火災 )

A201700662

2017-1770

2017/12/08

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、５名が死亡し、１名が軽傷を負っ
た。

　調査の結果、○使用者は、就寝用の布団を電
気こたつの隣に敷いており、敷き布団と掛け布
団の足元部分が電気こたつに入るように使用し
ていた。○当該製品は著しく焼損しており、器
具用プラグに近い位置で電源コードが断線し、
断線部に溶融痕が認められた。○電源コードの
断線箇所は、器具用プラグとつり下げ用コード
フックの中間位置であり、通常の使用において
外力が加わる位置ではなかった。○当該製品の
中間スイッチ、電源プラグ、器具用プラグ及び
電気こたつのヒーターユニットに出火の痕跡は
認められなかった。●当該製品の電源コードの
断線部に溶融痕が認められたことから、当該部
位から出火したものと推定されるが、詳細な使
用状況が不明のため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/17)電気こたつ用コード

杉本電器（株）（朝日電器
（株）ブランド）

ＷＫ－３０Ｐ（ＧＹ）（朝
日電器（株）ブランド）

( 火災  死亡 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A201700672

2017-1987

2018/01/01

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○浴室に設置した当該製品を暖
房運転中、発煙、異臭がしたため確認すると、
当該製品が浴槽に脱落し、浴室の天井等が焼損
していた。○当該製品の焼損は著しく、本体樹
脂は原形をとどめていなかった。○ヒーターユ
ニット全体が焼損し、ＰＴＣヒーター内部の端
子板に腐食及び溶断が認められ、パターンヒュ
ーズが切れていた。○ＰＴＣヒーターの接続端
子に溶断等は認められなかった。○内部配線、
ファンモーター、電源基板等のその他の電気部
品に出火の痕跡は認められなかった。●当該製
品のＰＴＣヒーターから出火した可能性が考え
られるが、焼損が著しく、詳細な使用状況が不
明であることから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/19)電気式浴室換気乾燥暖房
機

シンワハイテク（株）（現
　マックス（株））

ＢＳ－１２０Ｎ

( 火災 )

A201700678

2017-1991

2018/01/05

(事故発生地)

広島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（A201700675と同一事故）

　調査の結果、○事故発生時、使用者は不在で
あり、帰宅すると当該製品及び隣に設置してい
たコーヒーメーカー周辺が焼損していた。○当
該製品は全体的に著しく焼損しており、特に電
装部付近が著しく焼損していた。○電源入力部
であるノイズフィルター基板は著しく焼損し、
コイル、電流ヒューズ及び配線の一部以外の部
品は焼失して確認できなかった。○操作パネル
基板は焼失して確認できなかった。○電源コー
ド、インバーター基板、ドアスイッチ等の部品
に出火の痕跡は認められなかった。○コーヒー
メーカーに出火の痕跡は認められなかった。●
当該製品の焼損は著しく、ノイズフィルター基
板等の確認できない部品があり、事故発生時の
状況も不明のため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/19)電子レンジ

東芝コンシューママーケテ
ィング（株）（現　東芝ホ
ームテクノ（株）に事業移
管）

ＥＲ－Ｅ７

( 火災 )

A201700692

2017-2029

2017/04/04

(事故発生地)

京都府

　事務所で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　調査の結果、○施錠されていない無人の事務
所に置かれていた当該製品付近から出火し、建
物を全焼した。○当該製品は、ＡＣアダプター
を接続した状態で事務机の上に置かれており、
周辺にはデスクトップパソコン及びプリンター
が置かれていた。○当該製品は全焼して原形を
とどめておらず、詳細は確認できなかった。●
当該製品の焼損は著しく、詳細が確認できなか
ったことから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/24)ノートパソコン

日本ヒューレット・パッカ
ード（株）（現　（株）日
本ＨＰ）

Ｆ７Ｑ５６ＰＡ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A201700704

2017-2077

2017/12/11

(事故発生地)

佐賀県

　当該製品を使用中、建物１棟を全焼、
１棟を類焼する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は約１３年前に移設
されていたが、詳細な施工状況が特定できなか
った。○当該製品の焼損は著しく、樹脂製外郭
が焼失していた。○制御基板上の電気部品は大
部分が欠落し、制御基板の一部、内部配線等の
電気部品が確認できなかった。○電源コードの
大部分は確認できず、確認された電源コードに
溶融痕が認められたが、一次痕か二次痕かは特
定できなかった。○その他の電気部品に出火の
痕跡は認められなかった。●当該製品の焼損は
著しく、詳細な施工状況が不明であり、確認で
きない部品があったことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/29)エアコン

三菱電機（株）

ＭＳＺ－Ｚ２８Ｌ

( 火災 )

A201700707

2017-2079

2018/01/00

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品が設置された住宅は
、事故発生の半年前から家人が不在であったが
、当該製品には電源が供給されていた。○当該
製品は、漏電遮断器の焼損が著しく、原形をと
どめていなかった。○漏電遮断器の電源側配線
の端子接続部は、焼損が著しく、片方が焼失し
、もう片方は角座金の一部と端子金具が溶融し
ていた。○漏電遮断器の樹脂部を成分分析した
結果、小動物（ネズミ）の尿に含まれる成分が
検出された。○電源コードは、片極が本体側の
端部より約２０ｃｍ分が焼失しており、もう片
極は漏電遮断器付近で断線していたが、両極と
も断線部に溶融痕は認められなかった。○ヒー
ター、電源基板、ファンモーター等のその他の
電気部品に出火の痕跡は認められなかった。●
当該製品は、漏電遮断器の端子接続部に導電性
の液体が付着したため、トラッキング現象が生
じて出火に至った可能性が考えられるが、端子
接続部が一部焼失していることから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/30)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

（株）ハーマン（大阪ガス
（株）ブランド）

ＦＢ４５０６Ｐ（大阪ガス
（株）ブランド：型式３８
－７６５）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A201700719

2017-2073

2018/01/17

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、正面から見て右
側が著しく焼損しており、樹脂部分は全て焼失
していた。○右側面では、上部にロータリー式
の電源スイッチ、下部に電源コードの口出部が
あり、その下には転倒時オフスイッチがあった
。○電源スイッチは、可動接点金具が１本のみ
残存しており、その他の２本の可動接点金具と
固定接点金具は確認できなかった。○電源コー
ドは、本体口出部付近で、転倒時オフスイッチ
接続側の片極芯線に溶融痕が認められ、異極芯
線は断線していたが、溶融痕は認められなかっ
た。○転倒時オフスイッチは、スイッチ内部の
可動接点が金具ごと焼失していたが、残存する
固定接点に溶着痕は認められなかった。○ヒー
ターの端子接続部及びヒーター管に出火の痕跡
は認められなかった。●当該製品は、本体口出
部付近で電源コードが異常発熱して出火に至っ
た可能性が考えられるが、焼損が著しく、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/06)電気ストーブ

（株）ミュージーコーポレ
ーション（（株）山善ブラ
ンド）

ＧＳ－８００（（株）山善
ブランド）

( 火災 )

A201700733

2017-2171

2017/12/30

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、底面以外が著し
く焼損しており、樹脂製の外郭は原形をとどめ
ていなかった。○電源基板、ファンモーター等
の電気部品は本体の焼損物に埋もれていた。○
電源コードは、本体内部で断線及び溶融痕が認
められ、断線部から電源基板までの電源コード
及び電源基板とのコネクター接続部が焼失して
いた。●当該製品の電源コードが著しく焼損し
、本体内部で溶融痕が認められたが、外部から
の延焼の可能性も考えられることから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/13)空気清浄機（加湿機能付
）

シャープ（株）

ＫＣ－Ａ４０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A201700741

2017-2110

2018/01/28

(事故発生地)

島根県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
いたところ、当該製品及び周辺を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品にはオイルヒーター
（１３００Ｗ）が接続されており、事故発生時
オイルヒーターは使用中であった。○当該製品
の可動式プラグ周辺が著しく焼損し、一方の栓
刃可動部が局所的に焼損していた。○焼損した
栓刃と端子金具の接触面に隙間が認められ、接
触面に金属の溶融や変形等、異常発熱の痕跡が
認められた。○焼損した栓刃の先端は曲がって
いたが、曲がった時期は不明であった。○タッ
プ部や電源コードに出火の痕跡は認められなか
った。●当該製品は、可動式プラグの栓刃と端
子金具の接触面に隙間ができて接触不良が生じ
、焼損したものと推定されるが、詳細な使用状
況が不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/15)延長コード

大和電器（株）（朝日電器
（株）ブランド）

Ｔ２０２８（朝日電器（株
）ブランド）

( 火災 )

A201700743

2017-2163

2018/01/24

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　調査の結果、○事故発生時、使用者は外出中
で、当該製品はベランダの防水型のコンセント
に接続されていたが、運転中ではなかった。○
当該製品は全体的に著しく焼損し、外郭の金属
部品と洗濯槽モーターを残して、樹脂部は全て
溶融して底部に固着していた。○制御基板は原
形をとどめておらず、電源スイッチ及び電源線
と制御基板の接続部は確認できなかった。○電
源コードはコンセントから約２０ｃｍの位置で
断線し、断線部には溶融痕が認められたが、通
常使用において外力が加わる位置ではなかった
。●当該製品の焼損は著しく、制御基板の一部
が確認できず、事故発生時の詳細な状況も不明
のため、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/16)電気洗濯機

シャープ（株）

不明（ＥＳ－ＦＧ４５系と
推定）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A201700761

2017-2294

2018/01/26

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　調査の結果、○使用者は、２時間タイマーで
当該製品を使用したところ、タイマー終了時刻
から１～２時間後に煙が部屋に充満し、当該製
品付近から炎が上がっていることを確認した。
○当該製品は全体的に著しく焼損しており、金
属製の部品のみ残存していた。○ヒーター、フ
ァンモーター等の電気部品に出火の痕跡は認め
られなかった。○タイマー付きダイヤルスイッ
チに溶融痕等の出火の痕跡は認められず、スイ
ッチの軸の位置は「切」付近にあった。○電源
コードは電源プラグ側の約８０ｃｍ分を残して
、本体側の１２０ｃｍ分が焼失していた。○当
該製品のものと考えられた回収部品の中に、別
の電気製品の断線した電源コードが含まれてお
り、溶融痕等が認められた。●当該製品の残存
する電気部品に出火の痕跡は認められなかった
が、焼損が著しく、確認できない部品があった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/22)布団乾燥機

パナソニック　エコシステ
ムズ（株）

不明（ＦＤ－Ｆ０６Ａ６又
はＦＤ－Ｆ０６Ｊ６）

( 火災 )

A201700776

2017-2338

2018/02/03

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、湯張り中の浴室
を暖めるために、浴槽の蓋の上で使用されてい
た。○当該製品の外郭は、正面右側下部から上
部に向かって溶融していた。○ＰＴＣヒーター
部のサーモスタットは片側端子部が焼失してお
り、内部の可動接点は固定接点に溶着していた
。○当該製品の電源コード、電源プラグ、基板
、ファンモーター、及びＰＴＣヒーターに溶融
痕等の出火の痕跡は認められなかった。○基板
に搭載されていた電流ヒューズとＰＴＣヒータ
ー部の温度ヒューズは切れていなかった。●当
該製品のサーモスタット部から出火したものと
推定されるが、サーモスタットの片側端子部が
焼損し確認できず、設置状況の影響も考えられ
ることから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/01)電気ストーブ（セラミッ
クファンヒーター）

アイリスオーヤマ（株）

ＪＣＨ－１２Ｄ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A201700778

2017-2339

2018/02/18

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、保温用アルミシ
ート及びカーペットを下に敷いた状態で使用さ
れていた。○当該製品本体は、１か所が焼損し
て穴が空いており、焼損部のヒーター線は焼失
し、発熱線と短絡検知線の溶融及び溶着が認め
られた。○ヒーター線は、焼損部付近で押しつ
ぶされたような変形が認められたが、その他の
箇所では、断線や屈曲等の異常は認められなか
った。○コントローラー内部の制御基板に焼損
は認められず、ヒーター線の異常発熱を検知す
る温度ヒューズは切れていなかった。○温度ヒ
ューズ作動用の抵抗に接続するダイオードが短
絡故障しており、ダイオードに接続する銅箔パ
ターンには欠損が認められたが、焦げやすすの
付着は認められなかった。●当該製品は、コン
トローラー内部の制御基板の銅箔パターンが欠
損していたため、ヒーター線が半断線して異常
発熱が生じた際に安全装置が作動せず、焼損に
至ったものと考えられるが、詳細な使用状況及
び銅箔パターンが欠損した原因が不明なことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/01)電気カーペット

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＭＣ－２０ＨＶ６

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A201700815

2017-2438

2018/03/03

(事故発生地)

東京都

　使用者が床に落とした当該製品のスイ
ッチを取ろうとしたところ、転落し、当
該製品と床の間に頭が挟まり、負傷した
。

　調査の結果、○当該製品に端座していた使用
者が床に落とした手元スイッチを取ろうとした
際、転落し、使用者の頭がベースフレームとサ
イドフレームの間に入った状態で背中の下にな
った手元スイッチのボタンが押下され、「ピピ
ッ、ピピッ」とブザーが鳴りながらサイドフレ
ームが下がり、頭を挟まれたとの申出内容であ
った。○当該型式品は、マットレスを乗せるボ
トムの高さを下げるときは、床からボトム上面
までの高さが２８ｃｍの地点で一旦停止し、こ
の位置から更に下げるためには、一度ボタンか
ら手を離して再度ボタンを押下する必要があり
、下降中は「ピピッ、ピピッ」とブザーが鳴動
する仕様であった。○同等品は、床からボトム
上面までの高さが２８ｃｍのときのベースフレ
ーム上面とサイドフレーム下面の間隔は１４．
７ｃｍであった。○同等品の手元スイッチを使
用して、背中で１つのボタンのみを押下するこ
とを試みたが、１つのボタンのみ押下すること
はできなかった。○レンタル事業者が既に別の
利用者へ貸し出していたため、当該製品の確認
ができず、事故発生時の詳細な状況も確認でき
なかった。●当該製品に端座していた使用者が
床に落とした手元スイッチを取ろうとした際、
転落し、使用者の頭がベースフレームとサイド
フレームの間に入り、背中の下になった手元ス
イッチのボタンが押されてサイドフレームが下
がり、事故に至ったものと考えられるが、事故
発生時の詳細な状況が不明であり、当該製品の
動作確認ができなかったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/16)介護ベッド

パラマウントベッド（株）

ＫＱ－９３２１

( 重傷 )

A201700821

2017-2440

2018/03/06

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○使用者は、事故発生の約２か
月前に当該製品を落とし、液晶画面が割れてい
た。○当該製品の本体は、バッテリーパック取
付部が焼損していたが、正常に動作した。○バ
ッテリーパックは焼損し、内部のリチウムイオ
ン電池セルが膨らんで、防爆弁が開裂していた
。○電池セル内部の正極板は、最外層の一部を
除いて焼失しており、残存した負極板に溶融痕
は認められなかった。○バッテリーパックの保
護回路基板に出火の痕跡は認められなかった。
●当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡したため、異常発
熱して出火したものと推定されるが、電池セル
の焼損が著しいことから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/22)携帯電話機（スマートフ
ォン）

サムスン電子ジャパン（株
）（（株）ＮＴＴドコモブ
ランド）

ＳＣ－０２Ｅ（（株）ＮＴ
Ｔドコモブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A201700822

2017-2458

2018/03/07

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、樹脂製外郭ケー
スの上面が焼失し、底面は中央部の焼損が著し
かった。○ヒーター線に断線や溶融痕等の異常
は認められなかった。○サーモスタットに取り
付けられている雑音防止用コンデンサーは、焼
失して確認できなかった。○サーモスタット、
電源コード等のその他の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。●当該製品の確認できた
電気部品に出火の痕跡は認められなかったが、
コンデンサーが焼失して確認できないことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/22)ペット用ヒーター

（株）マルカン

ＤＰ－８８８

( 火災 )

A201800011

2018-0078

2018/02/23

(事故発生地)

徳島県

　事務所の浴室で当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品が設置されていた浴
室は、全体が焼損しており、天井中央にある当
該製品付近が著しく焼損していた。○当該製品
の焼損は著しく、製品内部のフイルムコンデン
サーは焼失していた。○金属製外郭に欠損や破
損はなく、コンデンサー以外の端子板、ファン
モーター、電気配線等の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。○浴室は、２３年前に竣
工してから１～２年間は浴室として使用されて
いたが、その後は資料置場として使用されてい
た。○当該製品は、ミニキッチン、湯沸室用で
、浴室での使用を禁止されている製品であった
。●当該製品は、コンデンサーから出火した可
能性が考えられるが、焼損が著しく、コンデン
サーは焼失して確認できなかったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/10)換気扇

三菱電機（株）

ＶＤ－１３ＺＹ４

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201800015

2018-0092

2018/01/00

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品は、外郭正面右側の
電装品格納部が著しく焼損していた。○制御基
板は、電源入力部を含む高電圧配線パターン部
が著しく焼損していた。当該銅箔パターン部に
は、温度が一定以下の場合、電源オフ時におい
ても電圧が印加される構造であった。○複数の
接続端子、チョークコイル端子及び端子台に溶
融痕が確認されたが、電気回路上、電源供給側
に位置することから、二次的に生じた溶融痕で
あると判断された。○制御基板上の一部の銅箔
パターン及び銅箔パターン上に取り付けられて
いた電解コンデンサーは、詳細な焼損状態の確
認ができなかった。○制御基板以外の基板や電
気部品に出火の痕跡は認められなかった。●当
該製品は、制御基板上の高電圧の配線パターン
部でトラッキング現象が生じ、出火したものと
推定されるが、確認できない部品があったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/12)エアコン（室外機）

シャープ（株）

ＡＵ－Ｇ２８ＥＸＹ

( 火災 )

A201800028

2018-0138

2018/03/20

(事故発生地)

徳島県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、畳の上に敷かれ
ており、その上にじゅうたんが敷かれ、当該製
品の焼損部には座布団及びソファーが置かれて
いた。○当該製品は、本体シート中央端部が焼
損し、焼損部のヒーター線は焼失していたが、
残存部に溶融痕はなかった。○温度センサー、
サーモスタットの確認ができなかった。○コン
トローラー、電源コードに異常は認められなか
った。●当該製品の残存する電気部品に出火の
痕跡は認められなかったが、焼損部のヒーター
線が焼失し、確認できない部品があったことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/23)電熱シート

（株）ライジングサン

なし

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201800036

2018-0162

2018/04/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の充電を開始して約
３時間後に、当該製品から異音がし、リチウム
イオンバッテリーパックが本体から脱落して発
煙した。○当該製品本体は、端部に打痕とみら
れる変形が認められたが、同等品のバッテリー
パックを取り付けたところ、正常に動作した。
○バッテリーパックは膨張しており、ガス排出
弁が開放状態、缶体に亀裂が認められた。○缶
体亀裂付近の内部電極に変形、損傷及び熱変色
が認められた。○内部電極の損傷部の成分分析
を行った結果、異物は認められなかった。○バ
ッテリーパックの保護回路基板上の過電圧、過
電流、過放電を監視保護するＩＣが破損してい
た。他の部分には故障等、事故に至った痕跡は
認められなかった。●当該製品はリチウムイオ
ンバッテリーパックが内部短絡して異常発熱し
、焼損したものと考えられるが、詳細な使用状
況等が不明のため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/26)携帯電話機

京セラ（株）（ＫＤＤＩ（
株）ａｕブランド）

ＫＹＹ０８（ＫＤＤＩ（株
）ａｕブランド）

( 火災 )

A201800047

2018-0100

2018/04/08

(事故発生地)

愛知県

　学校で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○事故発生当時、当該製品は使
用されていなかった。○当該製品の焼損は著し
く、樹脂部品は焼失し、電源コードは確認でき
なかった。○電源ユニットの焼損は著しく、Ａ
Ｃインレット部は確認できなかったが、基板自
体に局所的な焼損はなく、確認できた実装部品
、トランス等の電気部品に出火の痕跡は認めら
れなかった。○メイン基板、ハードディスクド
ライブ、光ディスクドライブ等のその他の電気
部品に出火の痕跡は認められなかった。●当該
製品の残存する電気部品に出火の痕跡は認めら
れなかったが、焼損が著しく、確認できない部
品があったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/01)デスクトップパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

不明

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0032

A201800050

2018-0188

2018/03/23

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が軽傷を負った。

　調査の結果、○当該製品は電源コードが接続
された状態で、出火元と推定される場所の近く
に置かれていた。○本体内部の基板、ＨＤＤ等
の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。
○バッテリーパックは、樹脂製ケースが焼失し
、内部のリチウムイオン電池セル３本及び保護
回路基板が焼損していた。○電池セルは、３本
とも内部電極が焼損していた。○保護回路基板
に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
は、本体に出火の痕跡は認められなかったが、
バッテリーパックの焼損が著しく、事故発生時
の詳細な状況が不明のため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/08)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

不明

( 火災 )

A201800062

2018-0123

2018/04/19

(事故発生地)

愛知県

　飲食店で当該製品を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、本体のＡＣイン
レット部と電源コードのコネクター部が焼損し
ていた。○ＡＣインレットの接続ピンは溶融、
焼失していたが、電源基板にはんだ付けされた
端子部は残存していた。○電源基板のその他の
電気部品及び制御基板に出火の痕跡は認められ
なかった。○電源コードは、コネクターの接続
端子が焼失し、芯線の先端に溶融痕が認められ
た。●当該製品は、本体ＡＣインレットの接続
ピンの付け根付近でトラッキング現象が生じ、
出火したものと推定されるが、ＡＣインレット
の焼損が著しく、確認できない部品があったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/14)スイッチングハブ（パソ
コン周辺機器）

（株）コレガ（現　アライ
ドテレシス（株））

ＣＧ－ＳＷ０８ＴＸＲＸ

( 火災 )

A201800107

2018-0323

2018/05/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、不織布フィルターが正しく装着
されていなかったため、内部にごみが侵入しモ
ーターが過負荷状態になり、モーター駆動用ト
ランジスターに過電流が流れて異常発熱し、焼
損したものと推定されるが、モーター過負荷時
におけるモーター駆動用トランジスターの保護
が不十分であったことも、事故発生に影響した
ものと考えられる。　なお、取扱説明書には、
「不織布フィルターをめくれないようにかぶせ
る。正しくかぶせていないとモーター内部にご
みが入り、故障の原因になる。」旨、記載され
ている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者であるア
イリスオーヤマ（株）は、後継機種につい
て、過電流検知の応答時間を変更するとと
もに、本体にメッシュフィルターを追加し
ている。

(受付:2018/06/01)電気掃除機（充電式）

アイリスオーヤマ（株）

ＥＳＣ－７ＤＣＫＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0033

A201800121

2018-0256

2018/05/21

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品は脱衣所に設置され
ており、事故の約２か月前に発煙したため、使
用者により太陽光発電システム用のブレーカー
は切られていたが、接続箱の開閉器は切られて
いなかった。○当該製品は、金属製外郭ケース
の上面に加熱痕が認められた。○内部のメイン
基板は、直流昇圧回路出力側に装着された電解
コンデンサーが焼損し、基板の一部が焼失して
穴が空いていた。○メイン基板の直流昇圧回路
出力側に装着された電解コンデンサーの電圧を
制御する、制御基板のＩＣが故障していた。○
制御基板、接続端子台等のその他の電気部品に
出火の痕跡は認められなかった。○据付工事説
明書には、「脱衣所への設置を禁止する。」旨
の注意が記載されていた。●当該製品は、直流
昇圧回路出力側に装着された電解コンデンサー
の電圧制御用ＩＣが故障したことで、電解コン
デンサーに過電圧が加わり、電解コンデンサー
が過熱し、内圧が上昇して防爆弁が作動し、高
温の電解液が外部に噴出したため、電解液が基
板に付着して絶縁性能が低下し、トラッキング
現象が生じて出火したものと推定されるが、電
圧制御用ＩＣが故障した原因が不明のため、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/06)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三洋電機（株）（長洲産業
（株）ブランド）

ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ２ＣＳ
（長州産業（株）ブランド
）

( 火災 )

A201800144

2018-0402

2018/04/14

(事故発生地)

千葉県

　車両内で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが異常発
熱して焼損したものと考えられるが、焼損が著
しく、事故発生以前の詳細な使用状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/15)リチウム電池内蔵充電器

ソニーエナジー・デバイス
（株）

ＣＰ－ＥＬＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0034

A201800184

2018-0391

2018/05/12

(事故発生地)

愛知県

　車両内で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、自動車内のダッ
シュボードの上で焼損し、樹脂製外郭ケースは
ダッシュボードに溶着していた。○当該製品内
部のリチウムポリマー電池セルは、内部電極中
央部の焼損が著しかった。○制御基板は焼損し
ていたが、出火の痕跡は認められなかった。○
自動車は、事故発生の２時間前に屋外駐車場に
駐車されていた。○事故発生日は晴れで、事故
発生時の１０時半頃の気温は約２３℃であった
。●当該製品は、内部のリチウムポリマー電池
セルで内部短絡したため、異常発熱して出火し
たものと推定されるが、焼損が著しく、事故発
生時の車両内の状況や事故以前の詳細な使用状
況が不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/05)リチウム電池内蔵充電器

（株）直村企画

ＮＰ－ＤＰＢ０１

( 火災 )

A201800193

2018-0525

2018/06/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品はモーター制御用ＩＣに不具合が生
じて焼損し、発煙に至ったものと推定されるが
、詳細な使用状況が不明のため、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/09)ディスポーザー

パナソニック（株）

ＫＤ－１３３

( 火災 )

A201800227

2018-0653

2018/07/13

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品の電源を入れたところ、当該
製品の電源プラグ部を焼損し、周辺を汚
損する火災が発生した。

　当該製品は、電源プラグ部に外力が加わった
ことで、栓刃と芯線のカシメ接続部付近に応力
が集中して断線し、スパークしたものと推定さ
れるが、外力が加わった原因が不明であり、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/23)電気掃除機

アイリスオーヤマ（株）

ＤＫＣ－ＳＭ１－ＳＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0035

A201800256

2018-0708

2018/07/13

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、圧縮機の巻線がレイヤショート
し、オーバーロードリレーの繰り返しの作動に
伴う発熱によって、ターミナル端子とリレーの
コネクター間で接触不良が生じたため異常発熱
し、出火に至った可能性が考えられるが、リレ
ーの焼損が著しく、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/31)電気冷凍庫

大宇電子ジャパン（株）（
現　大宇販売（株））

ＤＦＲ－Ｔ８５ＣＭ

( 火災 )

A201800262

2018-0725

2018/07/22

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の送風モーターを当該製品内の高湿
度環境となる換気通路内に設置したため、送風
モーター内部に水分が浸入して基板上で異常発
熱し、出火に至ったものと推定される。

　製造事業者であるリンナイ（株）は、事
故の再発防止を図るため、２０１８年（平
成３０年）２月２８日より同社及びブラン
ド事業者ホームページへの情報掲載を行う
とともに、同年３月１日に新聞社告を行い
、対象製品について無償点検及び部品交換
を実施している。

(受付:2018/08/02)温水式浴室換気乾燥暖房
機

リンナイ（株）

ＲＢＨ－Ｃ３３１Ｋ３ＳＮ

( 火災 )

A201800264

2018-0686

2018/07/18

(事故発生地)

福岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、事故発生時に電
源プラグはコンセントに接続されていたが、使
用していなかったとの申出内容であった。○当
該製品は全体が焼損し、樹脂製の前面カバー及
びファンは焼失していた。○ファンモーター用
コンデンサー及び圧縮機用コンデンサーは焼損
が著しく、異常の有無が確認できなかった。○
その他の電気部品に出火の痕跡は認められなか
った。●当該製品の残存する電気部品に出火し
た痕跡は認められなかったが、焼損が著しく、
確認できない部品があったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/02)エアコン（室外機）

（株）コロナ

ＲＯ－２２１０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0036

A201800312

2018-0820

2018/08/08

(事故発生地)

新潟県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、リチウムポリマー電池セルが内
部短絡して出火に至ったものと推定されるが、
焼損が著しく、事故発生時の詳細な状況が不明
のため、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者である（
株）イーサプライズは、製品の取扱いによ
る影響も考慮して、２０１８年（平成３０
年）８月よりホームページにて、モバイル
バッテリーの取扱いに関する注意喚起を実
施している。

(受付:2018/08/27)リチウム電池内蔵充電器

（株）イーサプライズ

ＥＳＡＭＢ１００００ＧＹ

( 火災 )

A201800314

2018-0821

2018/07/30

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、圧縮機用フィルムコンデンサー
が内部短絡を生じて焼損したものと推定される
が、フィルムコンデンサーの焼損が著しく、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/28)エアコン（室外機）

（株）コロナ

ＣＯ－Ｓ２２６

( 火災 )

A201800325

2018-0861

2018/08/19

(事故発生地)

東京都

　火災報知機が鳴動したため確認すると
、当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生していた。

　当該製品は、各リチウムイオン電池セル間を
連結するセル連結板溶接工程で発生する溶接く
ずが、絶縁材のスペーサーと電池セル間の隙間
に混入し、電池セル間の短絡が発生して出火に
至ったものと推定される。

　製造事業者であるニチコン（株）は、事
故の再発防止を図るため、２０１８年（平
成３０年）１１月出荷分より、電池セル上
に配置するインナーカバーの形状を変更し
、電池セル間の隙間に溶接くず等の異物混
入防止対策を実施している。また、引き続
き同様の事故発生について注視していくと
ともに、必要に応じて対応を行うこととす
る。

(受付:2018/08/31)リチウム蓄電池

ニチコン（株）

ＥＳＳ－Ｕ２Ｍ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0037

A201800337

2018-0884

2018/07/27

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品はバッテリーパック内部の電池基板
において、異物等による短絡が生じて発熱し、
出火に至ったものと推定されるが、焼損が著し
いことから、短絡した原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/05)電気掃除機（充電式、ス
ティック型）

日立アプライアンス（株）

ＰＶ－ＢＤ７００

( 火災 )

A201800377

2018-1003

2018/08/14

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の電源接続端子部への水分の浸入に
対する保護が不十分であったため、屋外から水
分が浸入した際、異極間でトラッキング現象が
生じ、出火に至ったものと推定される。　なお
、当該製品はリコール対象製品であり、使用者
宅へ訪問等による点検の案内が行われていたに
もかかわらず対策が行われなかったことも、事
故発生に影響したものと考えられる。

　製造事業者である高須産業（株）は、
２００６年（平成１８年）１１月１６日付
けで社告を行い、電源接続端子部の取付構
造及び施工作業のばらつきにより、水滴の
浸入保護が不十分であったため、発煙、出
火に至るおそれがあるとして、無償点検及
び部品交換を実施している。

(受付:2018/09/25)換気扇

高須産業（株）

ＰＦＦ－１００Ｋ

( 火災 )

A201800378

2018-1019

2018/09/11

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品内部のモーター配線用保護クッショ
ン材が脱落したため、運転中の振動によりモー
ターの回転センサー配線の被覆が金属製外郭ね
じ穴部の突起と接触して損傷し、金属製外郭と
の間でスパークが発生して、周辺のほこりに着
火し、延焼したものと考えられるが、クッショ
ン材が脱落した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/27)電気洗濯乾燥機

東芝ホームアプライアンス
（株）（現　東芝ライフス
タイル（株））

ＡＷ－８０ＶＧ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0038

A201800382

2018-1039

2018/09/12

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、フィルムコンデンサーから出火
したものと推定されるが、焼損が著しく、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/01)換気扇（床下用）

エス・デイ・ケイ（株）（
（株）キャッツブランド）

ＣＡＦ－１８０（（株）キ
ャッツブランド）

( 火災 )

A201800397

2018-1097

2018/09/28

(事故発生地)

神奈川県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（２７年）により、蛍
光灯安定器の一次巻線が絶縁劣化したため、レ
イヤショートが生じて異常発熱し、出火に至っ
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、三菱電機照明（株）
では、自社ホームページにおいて、長期使
用している照明器具は外観に異常がなくて
も内部の劣化が進行し、まれに発煙、発火
、感電などに至るおそれがあるため、設置
して１０年経った製品の点検・交換を推奨
している。

(受付:2018/10/11)照明器具

三菱電機照明（株）

ＸＰ０２１３Ｐ

( 火災 )

A201800405

2018-1110

2018/09/29

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３０年以上）により
、安定器内部の充填材及び配線被覆の絶縁性能
が低下し、配線間が金属ケースを介して導通し
短絡したため、焼損に至ったものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/16)照明器具

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＨＡ７６１０ＧＰＬ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0039

A201800415

2018-1129

2018/10/09

(事故発生地)

兵庫県

　学校で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は、本体内部で電源コードが断線し
、溶融痕が認められたことから、製品内部から
出火したものと推定されるが、焼損が著しく、
確認できない部品があったことから、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/19)水槽用ウォータークーラ
ー

ゼンスイ（株）

ＺＲ－１３０Ｅ

( 火災 )

A201800422

2018-1146

2018/10/13

(事故発生地)

岩手県

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は、コンデンサーの絶縁性能が低下
し短絡して出火したものと推定されるが、コン
デンサーの焼損が著しく、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/23)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

富士電機（株）（京セラ（
株）ブランド）

ＰＶＮ－５５０（京セラ（
株）ブランド）

( 火災 )

A201800427

2018-1161

2018/10/19

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の内部配線から出火した可能性も考
えられるが、当該製品の詳細が確認できず、事
故発生時の詳細な状況も不明のため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/25)電気洗濯機

東芝ホームアプライアンス
（株）（現　東芝ライフス
タイル（株））

ＡＷ－ＫＳ７０ＤＭ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0040

A201800431

2018-1210

2018/10/10

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが異常発
熱し、焼損したものと推定されるが、焼損が著
しく、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　輸入事業者である（株）アベルは、
２０１８年（平成３０年）１０月１９日よ
り当該型式品の販売を中止し、店頭からも
撤去している。また、引き続き同様の事故
発生について注視していくとともに、必要
に応じて対応を行うこととする。

(受付:2018/10/29)リチウム電池内蔵充電器

（株）アベル（マイヤード
（株）ブランド）

ＭＹ－ＬＩ１００（マイヤ
ード（株）ブランド）

( 火災 )

A201800438

2018-1227

2018/10/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は長期使用（９年間連続通電）によ
り、電解コンデンサーが劣化したため、電解コ
ンデンサーの内圧が上昇して防爆弁が開き、電
解液が蒸気となって噴出したものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/01)液晶ディスプレイモニタ
ー

ＮＥＣディスプレイソリュ
ーションズ（株）（三菱電
機（株）ブランド）

ＲＤＴ２１４Ｓ（三菱電機
（株）ブランド）

( 火災 )

A201800452

2018-1276

2018/09/27

(事故発生地)

群馬県

　工場で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品は、首振り運転時にモーターリード
線が首振り機構部の金属部品に接触する構造で
あったため、繰り返しリード線に外力が加わり
、リード線が半断線して出火に至ったものと推
定されるが、焼損が著しく、モーター用コンデ
ンサー等の電気部品が確認できなかったことか
ら、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者である（
株）ＲＥＴＺは、２０１９年度以降に販売
する製品に対し、首振り機構部を通るリー
ド線の本数を減らすとともに、リード線の
配線に余裕を持たせる構造に変更している
。

(受付:2018/11/07)送風機

（株）ＲＥＴＺ

ＲＬ－４５ＰＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0041

A201800456

2018-1287

2018/10/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルに内部短
絡が生じたため、異常発熱したものと推定され
るが、焼損が著しいことから、電池セルが内部
短絡した原因の特定には至らなかった。

　輸入事業者である（株）アベルは、
２０１８年（平成３０年）１０月１９日に
当該型式品の販売を中止し、店頭からも撤
去するとともに、同等品確認の結果、構造
の異なる電池セルが製品に用いられていた
ことから、製造工程に電池セルの全数検査
を追加するよう製造事業者に改善を求めて
いる。また、引き続き同様の事故発生につ
いて注視していくとともに、必要に応じて
対応を行うこととする。

(受付:2018/11/08)リチウム電池内蔵充電器

（株）アベル（マイヤード
（株）ブランド）

ＭＹ－ＬＩ２０（マイヤー
ド（株）ブランド）

( 火災 )

A201800459

2018-1083

2018/10/03

(事故発生地)

富山県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
の内部部品を焼損する火災が発生してい
た。

　当該製品は、直流昇圧回路の出力側に装着さ
れた電解コンデンサーの電圧制御用ＩＣが故障
したことで、電解コンデンサーに過電圧が加わ
って過熱し、内圧が上昇したため防爆弁が作動
して高温の電解液が外部に噴出したものと推定
されるが、電圧制御用ＩＣが故障した原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/08)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三洋電機（株）

ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ２

( 火災 )

A201800462

2018-1293

2018/11/01

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は長期使用（９年間連続通電）によ
り、電解コンデンサーが劣化したため、電解コ
ンデンサーの内圧が上昇して防爆弁が開き、電
解液が蒸気となって噴出したものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/09)液晶ディスプレイモニタ
ー

ＮＥＣディスプレイソリュ
ーションズ（株）（三菱電
機（株）ブランド）

ＲＤＴ２１４Ｓ（三菱電機
（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0042

A201800498

2018-1374

2018/11/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は、長期使用（１７年）により、安
定器の一次巻線の絶縁性能が低下したため、レ
イヤショートが生じて異常発熱し、焼損に至っ
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者である岩
崎電気（株）及び（一社）日本照明工業会
は、ホームページに点検・交換の推奨時期
、耐用年数を表示するとともに長期使用の
製品に関する注意喚起を実施している。

(受付:2018/11/28)照明器具

岩崎電気（株）

ＦＥＴ４２０４ＳＲＳ－
００１４

( 火災 )

A201800505

2018-1396

2018/11/19

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の実装基板上の発光用ＬＥＤ及び銅
箔パターン付近で異常発熱し焼損したものと推
定されるが、焼損が著しく、確認できない部品
があったことから、異常発熱した原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者であるア
イリスオーヤマ（株）は、後継機種につい
て、ＬＥＤ素子や電源回路部品の見直しを
行い、従来品と比較して熱的なリスクをよ
り低減させている。

(受付:2018/11/29)ＬＥＤランプ（直管形）

アイリスオーヤマ（株）

ＬＤＧ４０Ｓ・Ｎ／１９／
２５／Ｄ

( 火災 )

A201800511

2018-1400

2018/11/19

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品の庫内を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、タイマーモーターとギヤの連動
に不具合が生じて、タイマーの動作が止まり、
連続運転となって庫内の調理物が過熱し焼損し
たものと考えられるが、タイマーが動作停止し
た原因の特定には至らなかった。　なお、当該
製品のタイマーの不具合を認識しながら使用を
継続し、使用中にその場を離れてしまったこと
も事故発生に影響したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者であるハ
イアールジャパンセールス（株）は、
２０１８年（平成３０年）１月以降の製品
について、温度過昇防止装置のＯＦＦ後の
再加熱運転を発生させないように復帰温度
を変更するとともに、取扱説明書に「調理
中はそばを離れない。」旨、追記している
。

(受付:2018/11/30)電子レンジ

ハイアールジャパンセール
ス（株）

ＪＭ－１７Ｆ－５０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0043

A201800547

2018-1484

2018/11/17

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、電源線とコネクターの接続部で
接触不良が生じて異常発熱し、出火したものと
推定されるが、接触不良の原因が長期使用によ
るものか、施工不良によるものかが不明のため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/13)電気式床暖房（ヒーター
パネル）

大建工業（株）（積水化学
工業（株）ブランド）

ＺＰＯ　４５１（積水化学
工業（株）ブランド）

( 火災 )

A201800561

2018-1556

2018/11/27

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、コントローラー基板のリレー作
動時に生じるサージを吸収する回路がチップコ
ンデンサー単体で構成されていたが、当該回路
はチップコンデンサーの定格電圧が不足してい
たことから、チップコンデンサーが過負荷状態
となり、異常発熱して出火に至ったものと推定
される。

　製造事業者であるワタナベ工業（株）は
、２０１５年（平成２７年）５月１４日に
、コントローラー内部の部品（チップコン
デンサー）が異常発熱し、コントローラー
裏面樹脂が焦げるおそれがあるとして、無
償点検及び修理を実施している。

(受付:2018/12/20)電気カーペット

ワタナベ工業（株）

ＷＡ－２０３Ｓ

( 火災 )

A201800565

2018-1557

2018/12/14

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、電源基板のノイズ除去用セラミ
ックコンデンサーに不具合品が混入したため、
内部短絡が生じてコンデンサーが破裂、焼損し
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/21)液晶テレビ

シャープ（株）

ＬＣ－６０Ｗ７

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0044

A201800601

2018-1503

2018/12/17

(事故発生地)

福井県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３２年）により、乾
燥用ヒーターのＰＴＣ素子と電極との固定に緩
みが生じて接触不良となり異常発熱したか、ヒ
ーターの電極間にほこりが堆積していたためト
ラッキング現象が発生し、周辺のほこりやヒー
ターケースに着火して出火したものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/04)電気衣類乾燥機

（株）東芝（現　東芝ライ
フスタイル（株））

ＥＤ－Ｄ３００

( 火災 )

A201800609

2018-1636

2018/12/25

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（４０年以上）により
、圧縮機用始動リレーの樹脂製ケースの絶縁性
能が低下したため、端子間でトラッキング現象
が発生し、出火した可能性が考えられるが、焼
損が著しく、内部配線の大部分が確認できなか
ったことから、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者である東
芝ライフスタイル（株）は、１９８３年（
昭和５８年）以前に製造された電気冷蔵庫
について、電気部品の経年劣化によって発
煙・発火のおそれがあるとして、２００８
年（平成２０年）１１月５日よりホームペ
ージに情報を掲載し、使用を中止するよう
呼びかけている。

(受付:2019/01/08)電気冷蔵庫

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＧＲ－２６０８ＴＣ

( 火災 )

A201800610

2018-1637

2018/11/07

(事故発生地)

兵庫県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
から発煙し、１名が重傷を負った。

　当該製品は、プリント基板の製造時に混入し
た異物によって徐々に基板内部が絶縁劣化し、
リーク電流による発熱で基板が焦げて発生した
気体を吸入した可能性が考えられるが、発生し
た気体は低濃度で人体への影響の因果関係が不
明であり、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/08)液晶テレビ

パナソニック（株）

ＴＨ－４９ＥＸ８５０

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0045

A201800622

2018-1672

2018/12/30

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品を充電中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、リチウムイオン電池セルが異常
発熱し、出火に至ったものと推定されるが、電
池セルの焼損が著しく、制御基板が焼損してお
り、動作確認ができなかったことから、電池セ
ルが異常発熱した原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、当該製品は、輸入事
業者である（株）グッド・グッズが、一部
の製造番号において充電中に異常発熱し出
火に至るおそれがあるとして、２０１６年
（平成２８年）８月２２日にホームページ
に情報を掲載して製品の回収を行っている
機種・型式であるが、社告対象の製造番号
か否かは特定に至らなかった。

(受付:2019/01/11)照明器具（投光器、充電
式）

（株）グッド・グッズ

ＳＴ－１５Ｗ

( 火災 )

A201800639

2018-1730

2019/01/02

(事故発生地)

佐賀県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡は
認められなかったが、焼損が著しく、確認でき
ない部品があったことから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/21)除湿乾燥機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニック　エコ
システムズ（株））

Ｆ－ＹＺＡ６０

( 火災 )

A201800642

2018-1731

2019/01/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、電源基板内のセラミックコンデ
ンサーが絶縁不良となり、当該部品が焼損した
ものと推定されるが、絶縁不良となった原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/21)液晶テレビ

（株）東芝（現　東芝映像
ソリューション（株））

４７Ｚ８

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0046

A201800656

2018-1760

2019/01/02

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は本体内部の電源スイッチ付近で異
常発熱し、出火に至ったものと推定されるが、
焼損が著しく、電源スイッチが確認できなかっ
たことから、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/24)液晶テレビ

（株）アズマ

ＴＬＤ－２６ＨＤ３３Ｂ

( 火災 )

A201800671

2018-1800

2019/01/20

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、電線接続部で異常発熱しており
、接触不良で焼損したものと推定されるが、接
続部の焼損が著しく、事故発生以前の状況が不
明のため、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、（一社）日本配線シ
ステム工業会は、ホームページに交換の目
安となる年数を表示するとともに長期使用
の製品に関する注意喚起を実施している。

(受付:2019/01/29)配線器具（スイッチ）

神保電器（株）

ＪＥＣ－Ｂ－１

( 火災 )

A201800674

2018-1723

2019/01/11

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡したため、出火に至ったものと推定されるが
、焼損が著しく、内部短絡の原因の特定には至
らなかった。

　輸入事業者である（株）アベルは、
２０１８年（平成３０年）１０月１９日よ
り当該型式品の販売を中止し、店頭からも
撤去している。また、引き続き同様の事故
発生について注視していくとともに、必要
に応じて対応を行うこととする。

(受付:2019/01/29)リチウム電池内蔵充電器

（株）アベル（マイヤード
（株）ブランド）

ＭＹ－ＬＩ１００（マイヤ
ード（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0047

A201800691

2018-1792

2019/01/14

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（４０年以上）により
、屋内配線接続部で接触不良が生じて異常発熱
し、出火したものと推定されるが、送り配線側
のコンセントの使用状況が不明のため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、（一社）日本配線シ
ステム工業会は、ホームページに交換の目
安となる年数を表示するとともに長期使用
の製品に関する注意喚起を実施している。

(受付:2019/02/07)コンセント

（株）新光製作所（東芝ラ
イテック（株）ブランド）

ＤＷ２７３２（東芝ライテ
ック（株）ブランド）

( 火災 )

A201800703

2018-1857

2019/01/02

(事故発生地)

東京都

　異臭がしたため確認すると、当該製品
のコントローラー部の内部部品を焼損す
る火災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（１８年）により、リ
レー接点の開閉を繰り返したことで金属摩耗粉
が堆積し、トラッキング現象を生じてリレーを
焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/08)電気カーペット

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＤＲ５２０１

( 火災 )

A201800730

2018-1932

2019/02/13

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を溶融する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、送風モーターの外
郭モールド樹脂に密着不良があったため、隙間
から内部に水分が浸入して内部基板でトラッキ
ング現象が発生し、出火に至ったものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/21)温水式浴室換気乾燥暖房
機

リンナイ（株）（東邦ガス
（株）ブランド）

ＲＢＨ－Ｃ３３３Ｋ３ＳＮ
Ｐ（東邦ガス（株）ブラン
ド：型式ＨＢＤ－３３０４
ＫＣＳＫ－Ｊ３Ｐ）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0048

A201800746

2018-1961

2019/01/05

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、１２Ｖ用ブースターケーブルを
接続すると、内部のバッテリーパック２個が制
御基板を介さずに並列接続される構造であるた
め、ケーブルを接続したまま充電した際、充電
制御が正常に行えずにバッテリーパック内部の
リチウムポリマー電池セルが過充電となり、異
常発熱して出火に至ったものと推定される。　
なお、取扱説明書には、「使用しない時及び使
用後は、ブースターケーブルを外す。ショート
、感電、火災の原因になる。」旨、記載されて
いる。

　輸入事業者である日動工業（株）は、
２０１６年（平成２８年）６月６日より代
理店及び販売店に注意文書を配布するとと
もに、対策品のセーフティケーブルを所有
者に無償配布しており、また、２０１９年
（令和元年）８月２１日付けでホームペー
ジに情報を掲載している。

(受付:2019/02/25)リチウム電池内蔵充電器

日動工業（株）

ＡＳ－１２２４ＪＳ

( 火災 )

A201800785

2018-2049

2019/02/22

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３０年）により、
３２Ｗ用安定器の一次巻線の絶縁性能が低下し
たため、レイヤショートが生じて異常発熱し、
出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者である日
立グローバルライフソリューションズ（株
）及び（一社）日本照明工業会は、ホーム
ページに点検・交換の推奨時期、耐用年数
を表示するとともに、長期使用の製品に関
する注意喚起を実施している。

(受付:2019/03/12)照明器具

日立照明（株）（現　日立
グローバルライフソリュー
ションズ（株））

ＲＰ８Ｂ１６３

( 火災 )

A201800796

2018-1662

2019/01/05

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、内蔵バッテリーパック内部のリ
チウムポリマー電池セルが内部短絡したため、
異常発熱して出火したものと推定されるが、焼
損が著しいことから、電池セルが内部短絡した
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/03/14)ポータブルＤＶＤプレー
ヤー

（株）ＴＯＨＯ

ＥＢ－ＲＭ９１０ＤＶ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0049

A201800830

2019-0015

2016/11/16

(事故発生地)

大阪府

　電車内で当該製品を充電中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡したため、出火したものと推定されるが、電
池セルの焼損が著しく、内部短絡が発生した原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/03/28)リチウム電池内蔵充電器

（株）イデアル

不明

( 火災 )

A201800834

2019-0024

2019/03/20

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品は、制御基板上でトラッキング現象
が発生したため、出火したものと推定されるが
、制御基板の焼損が著しく、トラッキング現象
が生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/03/29)温水洗浄便座

（株）ＩＮＡＸ（現　（株
）ＬＩＸＩＬ）

ＤＴ－５８２３Ｕ

( 火災 )

A201900001

2019-0043

2019/03/16

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の強弱切替えスイッチに使用されて
いるダイオードが不良品であったことにより、
ダイオードが異常発熱し、火災に至ったものと
考えられる。

　同社は、２００７年（平成１９年）８月
７日、２００８年（平成２０年）４月２１
日、２０１１年（平成２３年）２月１５日
、２０１２年（平成２４年）２月２４日及
び２０１３年（平成２５年）３月１１日に
新聞社告を掲載し、かつ、２０１２年（平
成２４年）２月２４日及び２０１３年（平
成２５年）３月１１日に同社ホームページ
へ情報を掲載しているほか、雑誌及びイン
ターネット広告への掲載等を行い、当該型
式を含む対象機種について製品回収及び返
金を実施している。

(受付:2019/04/01)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

燦坤日本電器（株）

ＵＨＣ－３Ｔ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0050

A201900004

2018-2071

2019/03/10

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、リレー基板上のフィルムコンデ
ンサーの不具合により、コンデンサー内部で絶
縁劣化が発生し、異常発熱したため、出火した
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/04/01)電子レンジ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＥ－Ｆ２

( 火災 )

A201900024

2019-0090

2019/03/14

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、当該製品に可燃物を載せる際に
誤って上面スイッチが入り、可燃物などが燃え
たものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2019/04/08)電気こんろ

日立熱器具（株）（現　日
立グローバルライフソリュ
ーションズ（株））

ＨＴ－１２９０（組み込み
先のキッチンメーカーは不
明）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0051

A201900028

2019-0091

2019/03/28

(事故発生地)

東京都

　学校で火災報知機が鳴動したため確認
すると、当該製品の上に置いていた可燃
物を焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のスイッチつまみに身
体等が接触してスイッチが入り、当該製品の上
に置かれていた可燃物（樹脂製かご等）が焼損
したものと推定される。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2019/04/09)電気こんろ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＫ－１１０２（組み込み
先のキッチンメーカーは不
明）

( 火災 )

A201900045

2019-0138

2019/03/29

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が死亡し
た。

　当該製品は、端子台と内部配線のはんだ接続
部に接触不良が生じたため、異常発熱し、出火
に至ったものと考えられるが、焼損が著しく、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/04/16)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

（株）山善

ＭＣ－９００

( 火災  死亡 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0052

A201900063

2019-0191

2019/04/06

(事故発生地)

長崎県

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品を焼損する火災が発生してい
た。

　当該製品は、長期使用（４０年）により、基
板に付着したほこりが吸湿して基板上の銅箔パ
ターン間が絶縁劣化するとともにトラッキング
現象を生じて焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/04/22)食器乾燥機

東京電気（株）（現　東芝
テック（株））

ＶＤ－４１０Ｆ

( 火災 )

A201900067

2019-0173

2019/04/11

(事故発生地)

兵庫県

　事務所で当該製品を充電中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーセルの封口部に製造上
の不具合によって生じた導電性異物が付着し、
充放電を繰り返すうちに封口部の絶縁部が劣化
し、バッテリーセルが内部短絡を起こして過熱
し、火災に至ったものと推定される。

　パナソニック（株）は、平成２６年５月
２８日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２９日に新聞社告を行い、対
象バッテリーパック（特定の期間に製造し
た電池セルを使用したもの）について無償
で製品交換を実施している。また、当該リ
コールの対象外であったバッテリーパック
においても発煙・発火に至るおそれがある
ため、対象範囲を拡大することとし、平成
２６年１１月１３日にホームページに情報
を掲載するとともに、同月１４日及び平成
２７年２月２３日に新聞社告を行っている
。

(受付:2019/04/23)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－Ｓ１０ＣＷＨＤＳ

( 火災 )

A201900069

2019-0187

2019/04/15

(事故発生地)

福岡県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品の電気回路に使用した
ヒーターリレーの配線接続部分である「差し込
み方式」のソケット取付けの作業不良により、
長期使用（約２０年）に伴い、リレー端子の接
点が接触不良となり、アーク放電が生じて火災
に至ったものと考えられる。

　（株）キューヘンは、事故の再発防止を
図るため、２００８年（平成２０年）４月
２５日にプレスリリース及びホームページ
への情報掲載を実施している。また、翌４
月２６日に新聞社告の掲載を行うとともに
、判明購入者に対するダイレクトメールの
送付等により注意喚起を行い、対象製品に
ついて無償点検・改修（ヒーターリレーの
交換）を実施している。

(受付:2019/04/24)電気温水器

九州変圧器（株）（現　（
株）キューヘン）

ＳＭ８３７ＤＢ－Ｃ１７８

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0053

A201900126

2019-0369

2019/05/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は内部電源配線のコネクター端子樹
脂に、本来の仕様とは異なる保護被膜の施され
ていない赤リン系難燃剤が使用されていたため
、湿度の影響でリン酸が生じて端子金属が腐食
し、端子間で短絡が生じて焼損したものと推定
される。

　製造事業者であるエプソンダイレクト（
株）は、事故の再発防止を図るため、
２０１５（平成２７）年６月２９日付けで
ホームページに情報を掲載するとともに、
連絡先が判明している購入者へのダイレク
トメールの送付等を行い、当該製品を含む
対象機種について、無償で修理を実施して
いる。また、後継機種については赤リンを
使用していない難燃剤を採用し、社内規格
にも赤リンの使用禁止を規定するとともに
、サプライヤーに対しても赤リンの使用禁
止を周知している。

(受付:2019/05/23)デスクトップパソコン

エプソンダイレクト（株）

ＰＴ１００Ｅ

( 火災 )

A201900146

2019-0316

2019/05/18

(事故発生地)

山口県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品のドアの開閉を検知
するスイッチの製造不良により、接点部でスパ
ークが発生し、火災に至ったものと考えられる
。

　販売事業者である岩谷産業（株）は、当
該製品を含む対象機種について、２００３
年（平成１５年）９月２日から複数回、新
聞社告を掲載するとともにテレビＣＭ放送
で注意喚起を行い、対象製品について、無
償改修（スイッチ部の交換）を実施してい
る。

(受付:2019/05/30)電子レンジ

（株）千石（岩谷産業（株
）ブランド）

ＩＭ－５７５（岩谷産業（
株）ブランド）

( 火災 )

A201900166

2019-0415

2019/05/26

(事故発生地)

大分県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の電解水生成を制御する基板に使用
されているダイオードが品質特性のバラツキに
より異常発熱したため、周辺部品の劣化が促進
するとともに温度が上昇し、基板ケース内で発
生した火花が乾燥運転時に堆積した埃に着火し
、本体及び周辺に延焼したものと考えられる。

　三洋電機（株）及びパナソニック（株）
では、事故の再発防止を図るため、
２０１３年（平成２５年）５月１５日にプ
レスリリース、同社ホームページへの情報
掲載、販売店での店頭告知及びダイレクト
メールを行うとともに、同年５月１６日に
新聞社告を行い、無償で部品交換を実施し
ている。さらに、２０１３年（平成２５年
）１０月から１１月にかけて新聞折り込み
チラシを作成し、情報の周知を行っている
。

(受付:2019/06/05)電気洗濯乾燥機

三洋電機（株）

ＡＷＤ－Ｅ１０５ＺＡ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0054

A201900217

2019-0603

2017/11/09

(事故発生地)

宮城県

　事務所で当該製品の上に置いていた可
燃物及び周辺を焼損する火災が発生した
。

　事故原因は、当該製品のスイッチつまみに身
体等が接触してスイッチが入り、当該製品の上
に置かれていた可燃物が焼損したものと推定さ
れる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2019/06/24)電気こんろ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＫ－１１０２（松下電工
（株）（現　パナソニック
（株）製ミニキッチンに組
込）

( 火災 )

A201900237

2019-0619

2019/06/19

(事故発生地)

静岡県

　施設で当該製品を使用中、当該製品を
焼損し、周辺を汚損する火災が発生した
。

　当該製品のモーター組み付け工程において、
モーターリード線を首振り部に挟み込んだため
、芯線の一部が断線し、使用時の首振り運転に
伴い断線が進行して接触不良により異常発熱し
、モーターリード線の異極間で短絡、スパーク
し、出火に至ったものと推定される。

　パナソニック（株）は、事故の再発防止
を図るため、２０１７年（平成２９年）１
月２４日にホームページに情報を掲載する
とともに、同月２５日に新聞社告を行い、
当該製品を含む対象製品について、無償で
製品交換・設置を実施している。

(受付:2019/06/28)扇風機

パナソニック　エコシステ
ムズ（株）

Ｆ－ＧＡ３０１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0055

A201900311

2019-0813

2019/07/15

(事故発生地)

愛知県

　当該製品の上に置かれていた可燃物を
焼損する火災が発生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物に引火したものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2019/07/29)電気こんろ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））（（
株）日立ハウステックブラ
ンド）

ＨＫ－１１０２（（株）日
立ハウステック製ミニキッ
チン「ＫＭ－９０３Ｄ」に
組み込まれたもの）（（株
）日立ハウステックブラン
ド）

( 火災 )



　製品区分：　02.台所・食卓用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0056

A201900260

2019-0688

2019/01/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品で調理中、当該製品の取っ手
が外れ、内容物が左手指にかかり、火傷
を負った。

　事故原因は、取っ手のレバーの固定金属部品
に一部成形が不十分なものが混ざり、レバーの
固定が不十分となり、取っ手の保持機能が低下
し、外れたものと考えられる。

　当該製品は、平成１６年１１月１６日に
新聞社告を行い、部品（専用取っ手）の無
償送付を呼びかけている。

(受付:2019/07/10)鍋（取っ手着脱式）

（株）グループセブジャパ
ン

インジニオシリーズ

( 重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0057

A201800493

2018-1355

2018/09/00

(事故発生地)

東京都

　一酸化炭素中毒により１名が重症を負
い、現場に当該製品があった。

　当該製品は、工事説明書の設置基準に従って
設置されておらず、排気ガスの排気方向がベラ
ンダ側の窓と平行で、排気ガスがベランダ内に
滞留しやすくなっていたこと及び当該製品の排
気ガス中の一酸化炭素濃度が非常に高かったた
め、当該製品に隣接する部屋のベランダ側の窓
を開けた状態で当該製品を使用した際に、排気
ガスが室内に入り、一酸化炭素中毒になったも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/22)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（都市ガス用）

（株）ノーリツ

ＧＱ－１６３７ＲＸ

( 重傷  CO中毒 )

A201800529

2018-1431

2018/11/15

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品のスイッチを入れたところ、
当該製品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２２年）により、煮
こぼれ等の影響でグリル天板が腐食して穴が空
き、そこからの熱気でガス導管接続部のゴムパ
ッキンが劣化したためガスが漏れ、漏れたガス
に奥こんろの炎が引火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/06)ガスこんろ（都市ガス用
）

（株）ハーマン（ＴＯＴＯ
（株）ブランド）

ＤＧ３１２３（ＴＯＴＯ（
株）ブランド：型式ＫＮＭ
Ｇ０６３Ｆ）

( 火災 )

A201800551

2018-1513

2018/12/06

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、内部の電磁ポンプと感震器付近
が焼損していたが出火の痕跡は認められず、そ
の他の電気部品、燃焼部、送油経路等に出火の
痕跡は認められないことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/17)石油温風暖房機（開放式
）

シャープ（株）

ＯＫ－Ｐ５８ＳＲ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0058

A201800634

2018-1707

2018/12/28

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　当該製品を消火せずに給油を行い、給油した
カートリッジタンクを製品本体に戻そうとした
際、灯油がこぼれて出火に至ったものと考えら
れるが、焼損が著しく、事故発生時の詳細な状
況が不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/18)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３２２Ｅ

( 火災 )

A201800695

2018-1850

2019/01/23

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の空だき防止装置に不具合があった
ため、浴槽の水が抜けたときに燃焼が停止せず
、浴槽との連結ゴムが過熱して火災に至ったも
のと考えられるが、空だき防止装置の焼損が著
しく、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/07)屋外式（ＲＦ式）ガスふ
ろがま（都市ガス用）

（株）ノーリツ

ＧＳＹ－１３２Ｍ

( 火災 )

A201800700

2018-1795

2019/01/28

(事故発生地)

福井県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（１６年）により、ノ
ズルや点火棒の劣化により燃焼筒内にたまった
未燃灯油に引火して燃焼筒及び熱交換器と消音
器の継ぎ目のパッキンが劣化し、当該箇所から
高温の排気が漏れ、配線の被覆が溶融し、水比
例弁や対震自動消火装置が焼損したものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/07)石油給湯機

（株）コロナ

ＵＩＢ－４０００ＨＴＸ（
Ｍ）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0059

A201800740

2018-1930

2019/02/11

(事故発生地)

長崎県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（20181923と同一事故）

　当該製品に油漏れや空だき等の出火の痕跡は
認められなかったが、一部の部品が確認できな
かったため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/22)石油ふろがま（薪兼用）

（株）長府製作所

ＣＨＳ－６

( 火災 )

A201800745

2018-1954

2018/12/22

(事故発生地)

群馬県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　当該製品の焼損は著しく、詳細な使用状況が
不明であり、外部からの延焼の可能性も考えら
れることから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/25)ガスこんろ（都市ガス用
）

パロマ工業（株）（現　（
株）パロマ）

ＩＣ－８００Ｆ－１Ｌ

( 火災 )

A201800771

2018-1918

2019/02/19

(事故発生地)

山口県

　当該製品を使用中、建物２棟を全焼す
る火災が発生し、１名が軽傷を負った。

　当該製品に異常燃焼及び油漏れの痕跡は認め
られなかったが、焼損が著しく、事故発生時の
詳細な状況が不明のため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/03/06)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｅ２９１６ＷＹ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0060

A201800809

2018-2109

2019/01/02

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を点火したところ、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、カートリッジタンクの口金キャ
ップが閉まったと誤認しやすい構造であり、使
用者が給油後に口金キャップを確実に閉めなか
ったため、カートリッジタンクが本体から抜か
れた際に口金キャップが外れてカートリッジタ
ンク内の灯油がこぼれ、火がついた状態の当該
製品に灯油が掛かり火災に至ったものと推定さ
れる。　なお、取扱説明書には、「口金は正し
く確実に閉める。」旨、記載されている。

　（株）千石は、当該製品を含む対象機種
について、平成２２年９月１日に新聞社告
を掲載し、また、ホームページへの情報掲
載により、注意喚起を行うとともに、蓋の
部品を変更したカートリッジタンクとの無
償交換を実施している。

(受付:2019/03/20)石油ストーブ（開放式）

（株）千石（（株）グリー
ンウッドブランド）

ＧＫＰ－Ｓ２４１Ｎ（（株
）グリーンウッドブランド
）

( 火災 )

A201900009

2019-0042

2019/03/27

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の燃焼室内に多量の炭化物の堆積や
すす等の付着が認められることから、燃焼室内
で不完全燃焼により爆発着火が生じて、送風フ
ァンの吸気口から炎が噴き出し、周辺の内部配
線被覆等の可燃物に着火した可能性が考えられ
るが、各部の焼損が著しく、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/04/03)油だき温水ボイラ

長府工産（株）

ＣＢＨ－Ｎ３８００

( 火災 )

A201900041

2019-0132

2019/01/26

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２４年）により右こ
んろ用器具栓のメインロッドに煮こぼれ等の異
物が付着したことにより、Ｏリングの内径が約
１㎜広がってロッドとの間に僅かな隙間が生じ
、当該箇所よりガスが微少に漏えいしていたた
め、漏えいしたガスにこんろの火が引火して近
傍の樹脂部品に燃え移ったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「汚れたらその都度
中性洗剤や水を含ませたスポンジたわしや布等
でお手入れする。汚れたままにしておくと煮汁
等で機器が早くいたむ。」、「異常を見つけた
ときは、販売店又は当社の営業所等まで連絡す
る。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/04/15)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

リンナイ（株）

ＲＴＳ－４１００ＧＣ－Ｒ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0061

A201900042

2019-0133

2019/03/31

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、手より接続で延長されたタイマ
ーのリード線が短絡した際に浴槽に水が入って
いないにもかかわらず空だき防止装置が作動し
なかったことにより、バーナーが着火し、空だ
き状態になった可能性が考えられるが、空だき
防止装置が作動しなかった原因が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　再発防止措置として、（株）長府製作所
は、自社のホームページ上において、古い
製品の点検及び取替えを勧めている。また
、２０１４年４月以降の生産分から、空だ
き防止装置を電極式から水圧検知式に変更
している。

(受付:2019/04/15)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＫ－Ｎ３

( 火災 )

A201900080

2019-0026

2019/01/28

(事故発生地)

沖縄県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（２４年）によりバー
ナーユニットの缶体への固定部が著しく腐食し
て不完全な固定状態であったため、燃焼室内の
炎がバーナー口パッキン部から燃焼室外に漏れ
、内部配線等の可燃物に着火して出火したもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/05/07)石油給湯機

（株）コロナ

ＵＩＢ－３０２０ＣＸ７（
Ｓ）

( 火災 )

A201900082

2019-0244

2019/04/16

(事故発生地)

岐阜県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生し、周辺が熱変形
していた。

　当該製品は、長期使用（２０年）により燃焼
不良が発生し、燃焼部に未燃灯油が残り、燃焼
停止後に残火が発生していたと推定され、燃焼
室上部のダンパー内部が焼損し、ダンパーケー
スに発生した隙間付近の油比例弁が損傷し、灯
油が漏れて灯油気化ガスが滞留し、爆発着火が
生じて焼損に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/05/07)石油給湯機

（株）コロナ

ＵＩＢ－４０００ＨＴＸ（
Ｆ）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0062

A201900088

2019-0246

2019/04/09

(事故発生地)

茨城県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の右こんろで調理していた際、調理
終了直前に吹きこぼれによりこんろの火が立ち
消えしたため、一時的にガスが漏れて当該製品
内部及び周辺に滞留し、使用者が操作ボタンを
押した際に漏れたガスに引火した可能性が考え
られるが、器具栓が著しく焼損している原因が
不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/05/07)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

リンナイ（株）

ＲＢ３１ＡＨ２ＳＢＬ

( 火災 )

A201900101

2019-0279

2018/11/17

(事故発生地)

東京都

　宿泊施設で当該製品を使用後、体調が
悪くなり、１名が病院で一酸化炭素中毒
と診断された。

　当該製品は、長期使用（３２年）によるバー
ナーヘッド等のさび付着により空気とガスの混
合不良が発生し、燃焼不良状態となっていたと
考えられるが、宿泊施設管理者の管理及び手入
れ不足並びに使用者が当該製品を使用中に換気
しなかったことも事故発生に影響したものと推
定される。　なお、換気扇スイッチ部近傍には
、「当該製品を使用する際は、換気扇を使用す
る。」旨の注意表記がなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/05/15)ガスこんろ（都市ガス用
）

リンナイ（株）

ＫＧ－２２

( CO中毒 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0063

A201900167

2019-0427

2019/05/10

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は機器の修理、点検及び空焚き防止
装置の作動状況を判定するため、一時的に使用
する点検用コネクター（空焚き防止装置を働か
せないようにするもの）を修理・点検後に戻し
忘れたため、浴槽排水栓の閉め方が不十分で空
焚きとなった際に空焚き防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考えられる。

　（株）長府製作所は、当該製品を含む対
象機種について、修理・点検時の点検用コ
ネクターの戻し忘れによる空焚き事故が発
生したことから、事故再発防止のため、平
成１９年７月２７日にプレスリリース及び
ＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが付
属する全ての機種について、無償点検によ
り点検用コネクターの回収を実施。他の対
象機種と一部構造等が異なる２機種（ＣＫ
－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防止
回路が不安定な際、空焚き防止装置の作動
頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点検
用コネクターの戻し忘れの可能性が高くな
るため、安定的な作動確保のため基板交換
も実施。周知のため平成１９年７月２８日
に新聞社告、平成２１年１０月～平成２２
年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販売・
サービス店による修理・点検時に対象機種
がある場合、確認と回収等の徹底、ポスタ
ー掲示、店頭チラシ配布、新聞折込みチラ
シ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2019/06/05)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－１１Ｓ

( 火災 )

A201900204

2019-0587

2018/02/14

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の給排気筒が地面に対して平行に設
置されており、さらに排気エラーを検知する負
圧センサーが故障していたため、給排気筒から
製品内部に強風が吹き込んだ際、燃焼が継続し
て排気が燃料タンク方向に押され、ペレット燃
料に引火したものと推定される。　なお、当該
製品の設置施工に製造事業者が携わっていた。

　再発防止措置として、（有）シモタニは
、既販品について販売店を通じて調査を行
い、給排気筒の強風対策補修の必要性の有
無を判断の上、必要に応じて給排気筒の強
風対策補修を行うこととし、プログラムも
改修して運転開始時に負圧センサーの異常
の有無をチェックすることを検討している
。

(受付:2019/06/20)ペレットストーブ

（有）シモタニ

ＡＬ－１５－０３

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0064

A201900213

2019-0586

2019/06/08

(事故発生地)

長野県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品は機器の修理、点検及び空焚き防止
装置の作動状況を判定するため、一時的に使用
する点検用コネクター（空焚き防止装置を働か
せないようにするもの）を修理・点検後に戻し
忘れたため、浴槽排水栓の閉め方が不十分で空
焚きとなった際に空焚き防止装置が作動せず、
火災に至ったものと考えられる。

　（株）長府製作所は、当該製品を含む対
象機種について、修理・点検時の点検用コ
ネクターの戻し忘れによる空焚き事故が発
生したことから、事故再発防止のため、平
成１９年７月２７日にプレスリリース及び
ＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが付
属する全ての機種について、無償点検によ
り点検用コネクターの回収を実施。他の対
象機種と一部構造等が異なる２機種（ＣＫ
－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防止
回路が不安定な際、空焚き防止装置の作動
頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点検
用コネクターの戻し忘れの可能性が高くな
るため、安定的な作動確保のため基板交換
も実施。周知のため平成１９年７月２８日
に新聞社告、平成２１年１０月～平成２２
年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販売・
サービス店による修理・点検時に対象機種
がある場合、確認と回収等の徹底、ポスタ
ー掲示、店頭チラシ配布、新聞折込みチラ
シ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2019/06/21)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＳ－Ｔ３

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0065

A201700724

2017-2149

2017/11/25

(事故発生地)

神奈川県

　使用者（８０歳代）が畳の上にあった
当該製品に着座しようとしたところ、転
倒し、胸部を負傷した。

　調査の結果、○使用者は、畳の上にあった当
該製品に着座しようとした際に転倒したとの申
出内容であったが、目撃者はいなかった。○当
該型式品は、購入者が組み立てて使用する製品
であった。○家人によれば、使用者は当該製品
をふだん２階の畳の部屋でミシン用の椅子とし
て使用しており、当該製品から落ちることがあ
った。○当該製品は、裁縫教室で使用されてい
た同等品９脚と混在したため、特定することが
できなかった。○裁縫教室で使用されていた
１０脚に破損や傷が認められたものはなかった
が、１脚はコの字型の脚交差部のナットに緩み
が、８脚に座面と脚の固定部４か所中１～３か
所のねじに緩みが、１脚は４か所全てのねじに
緩みが認められた。○当該型式品の座面は厚さ
４．１ｍｍの樹脂製であり、その縁部には他社
類似品と比べて沈み込みやすい箇所が認められ
た。○当該型式品はスツールに関する規格ＥＮ
　１７２８及びＥＮ　１２５２０の静的強度試
験、座面の耐久性試験、脚部の静的強度試験、
座面の耐衝撃試験、安定性試験に合格していた
。●当該製品は、コの字形の２つの脚をつなぐ
ボルトのナット又は脚と座面を固定するねじに
緩みが認められるとともに、座面縁端部が他社
類似品と比べて沈み込むことが認められたもの
の、事故発生時の詳細な状況等が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定に至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/08)椅子

イケア・ジャパン（株）

３０１８４０５０

( 重傷 )

A201800348

2018-0935

2018/06/14

(事故発生地)

鳥取県

　当該製品に他社製の乾電池を装填し使
用していたところ、乾電池から液漏れが
発生し、背中を負傷した。（
A201800334と同一事故）

　使用者が、取り外した乾電池を再度当該製品
の電池ボックスに装填する際に、誤って逆装填
したことで、同じ電池ボックス内のほかの乾電
池が充電され、事故に至ったものと推定される
。　なお、当該製品の電池ボックスが逆装填防
止構造でなかったことも事故発生に影響したも
のと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、当該製品は２００９
年（平成２１年）４月に販売を終了してい
る。

(受付:2018/09/11)散布器

ヤマト農磁（株）

なし

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0066

A201800410

2018-1126

2018/09/25

(事故発生地)

東京都

　店舗で当該製品を使用中、転倒し、頭
部を負傷した。

　当該製品は、長期使用（１８年以上）により
、支柱の破断部に硫黄や塩素が蓄積して腐食が
発生し、腐食部にノッチ（微小な欠け）ができ
て応力が集中して割れが進展する応力腐食割れ
により亀裂が発生し、その後の使用で亀裂が進
展して破断に至ったものと推定される。

　当該型式品は２０００年に生産終了して
おり、引き続き同様の事故発生について注
視していくとともに、必要に応じて対応を
行うこととする。

(受付:2018/10/18)踏み台（アルミニウム合
金製）

（株）ピカコーポレイショ
ン

ＣＴＢ－５

( 重傷 )

A201800702

2018-1856

2018/12/12

(事故発生地)

東京都

　当該製品に着座したところ、当該製品
の座面と脚部の接続部が破損し、転倒、
左足を負傷した。

　当該製品の座面裏のＬ字アングルと後脚を接
合する中空リベットの強度が不足していたこと
及びＬ字アングルが正常な位置に取り付けられ
ていなかったことから、中空リベットに亀裂が
発生し、使用時に加わる負荷によって徐々に亀
裂が進展して右側のリベットが破断し、続いて
左側のリベットも破断して事故に至ったものと
推定される。

　再発防止措置として、（株）ニトリは、
工程管理向上とともに後継機種については
リベット部の強度を増すため、ワッシャー
を追加し、中空リベットの厚みを増す仕様
変更を実施している。また、２０１９年６
月生産分から中空リベットから中実リベッ
トへの仕様変更を実施している。

(受付:2019/02/08)折りたたみ椅子

（株）ニトリ

アイリーＩＶ

( 重傷 )

A201800772

2018-2002

2019/01/11

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、搭乗者（７０歳代
）が転落し、病院に搬送後、入院中に死
亡した。

　調査の結果、当該製品は、前後の重心が釣り
合った状態を維持しながら階段を昇降する仕様
であるが、前後の重心が釣り合った状態からハ
ンドルバーを前方へ傾けた際に、搭乗者を含め
た当該製品が前方へ転倒することを抑止する機
能が装備されていない構造であるため、使用者
が搭乗者を乗せて使用中に当該製品のバランス
が崩れて事故に至ったものと推定されるが、使
用者が使用開始前の操作講習において禁止され
ていたにもかかわらず、操作中に手すりをつか
んだ搭乗者の手を振りほどこうとしてハンドル
から手を離したことも事故発生に影響したもの
と考えられる。　なお、取扱説明書には、「階
段昇降中は、決してハンドルバーから手を放さ
ない。」旨、記載され、「階段の途中で昇降を
止める場合には、当該製品を後方に倒し、階段
上に寝かせた状態にする。」旨、図示されてい
る。

　再発防止措置として、アルバジャパン（
株）は、取扱説明書の改修や動画サイトを
構築するとともに、「角度感知センサー」
の活用を徹底することとした。

(受付:2019/03/06)階段移動用リフト

（株）アルバジャパン

Ｓ３５　車いすタイプ

( 死亡 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0067

A201900006

2019-0045

2019/01/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の座面と
脚部の接続部が破断し、転倒、右足指を
負傷した。

　当該製品の座面裏のＬ字アングルと後脚を接
合する中空リベットの強度が不足していたこと
及びＬ字アングルが正常な位置に取り付けられ
ていなかったことから、中空リベットに亀裂が
発生し、使用時に加わる負荷によって徐々に亀
裂が進展して右側のリベットが破断し、続いて
左側のリベットも破断して事故に至ったものと
推定される。

　再発防止措置として、（株）ニトリは、
工程管理向上とともに後継機種については
リベット部の強度を増すため、ワッシャー
を追加し、中空リベットの厚みを増す仕様
変更を実施している。また、２０１９年６
月生産分から中空リベットから中実リベッ
トへの仕様変更を実施している。

(受付:2019/04/02)折りたたみ椅子

（株）ニトリ

アイリーＤＢＲ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0068

A201600640

2016-2106

2017/01/17

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○使用者は、バッテリーパック
を半年前に充電した後、１度だけ乗車して、バ
ッテリーパックを当該製品に装着したまま保管
していたところ、バッテリーパックから出火し
ているのを発見した。○当該製品のバッテリー
パックは、フレームの取付部から落下しており
、樹脂製の外郭は焼失していた。○モーターユ
ニット上方に、溶融した樹脂の付着が認められ
た。○バッテリーパック内部の制御基板は焼損
が著しく、大部分の部品は焼失していた。○リ
チウムイオン電池セル間を接続している板金に
出火の痕跡は認められなかった。○電池セルは
、１本に防爆弁の開放、２本に外装缶の穴空き
、３本にカシメ部の欠損、３本に外装缶のへこ
みが認められた。○バッテリーパックと接続す
る当該製品側のコネクター（オス）及びコネク
ターに結線されている配線に、出火の痕跡は認
められなかった。●当該製品は、バッテリーパ
ック内部のリチウムイオン電池セルが異常発熱
して出火したものと推定されるが、バッテリー
パックの焼損が著しく、事故発生時の詳細な状
況も不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/31)電動アシスト自転車

パナソニック　サイクルテ
ック（株）

ＢＥ－ＥＮＥ６３５Ｍ２

( 火災 )

A201700524

2017-1658

2017/10/21

(事故発生地)

兵庫県

　使用者（８０歳代）が当該製品に乗車
中、転落し、負傷した。

　調査の結果、○使用者が当該製品に乗った状
態で介助者がその場を離れたところ、当該製品
が道路と段差のある後方の空き地に転落し、使
用者が負傷した。○当該製品は、グリップ内部
のセンサーで操作を検知する仕様であった。○
グリップ内部にさびの発生が認められた。○グ
リップセンサーのはんだ部にイオンマイグレー
ションが認められた。○電源スイッチの基板上
にさびの発生と水の痕跡が認められた。○背折
れハンドル側面の配線を通す穴は、防水対策が
なされていなかった。○取扱説明書には、「直
接風雨にさらされる環境下での保管及び使用を
禁止する。」旨、記載されている。●当該製品
は、グリップ内部及び電源スイッチの基板上に
さびの発生が認められたことから、背折れハン
ドル側面の穴から浸入した水によってグリップ
センサーが誤作動したものと推定されるが、詳
細な状況が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/24)電動アシスト車いす

日進医療器（株）（フラン
スベッド（株）ブランド）

ＦＢ－ＮＡＨ４４６－ＳＨ
（フランスベット（株）ブ
ランド）

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0069

A201700525

2017-1659

2017/11/11

(事故発生地)

広島県

　建物２棟を全焼、２棟を類焼する火災
が発生し、現場に当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は使用者宅勝手口横
の軒下に置かれており、キーが抜かれた状態で
充電中ではなかった。○使用者が外出中に当該
製品から出火していた。○当該製品は著しく焼
損し、金属部品以外の大部分が焼失していた。
○メインコントローラー基板及び充電基板から
はコンデンサーやトランス等の電気部品が脱落
しており確認できなかった。●当該製品の焼損
は著しく、確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/24)電動車いす（ハンドル形
）

スズキ（株）

セニアカーＥＴ４Ｆ（１型
）

( 火災 )

A201700598

2017-1843

2017/08/15

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品で走行中、当該製品のサドル
部が破損し、転倒、右足を負傷した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品で走行中
、ペダルを強く踏んだときに音がして、シート
ポスト上部のやぐらが破損し、転倒して右足を
負傷したとの申出内容であった。○事故現場は
、平たんな歩道であった。○当該製品のサドル
を含む多数の部品は非正規品と交換されていた
が、シートポスト、上下クランプ、ボルト及び
ナットは純正品であった。○やぐらにボルトが
通る穴付近が割れており、穴の端部にへこみ及
びえぐれの痕跡が認められ、割れた断面の一方
に直径２．７～３．４ｍｍの穴があり、他方の
断面の穴と対向する位置に、穴とほぼ同じ大き
さの突起が認められた。○破断面の起点に、延
性破壊の特徴であるディンプルが認められたが
、破断の進展途中や終点等の観察結果の情報は
得られなかった。○当該製品の破断面にある穴
と同じ位置に、同程度の大きさの穴を開けた同
等品において、ボルトの締付トルクが適正値未
満の場合、ＪＩＳ　Ｄ　９３０１に基づいたシ
ートポストの疲労試験の基準を満たしておらず
、当該製品と類似した位置での破損が認められ
た。○当該製品の破断面にある穴と同じ位置に
、当該製品より大きな穴を開けた同等品におい
て、締付トルクが適正値である場合には、ＪＩ
Ｓ　Ｄ　９３０１に基づいたシートポストの疲
労試験の基準を満たしていた。○当該製品を確
認できず、詳細な使用方法も確認できなかった
。●当該製品は、シートポストへ過大な負荷が
掛かってやぐらに亀裂が発生したこと及び使用
者がサドルを交換した際に、固定ボルトの締付
トルクが十分でなかったため、亀裂が進展し、
破断に至った可能性が考えられるが、当該製品
を確認できず、詳細な使用状況が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/25)電動アシスト自転車

パナソニック　サイクルテ
ック（株）

ＢＥ－ＥＮＨＣ６４４

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0070

A201700671

2017-1986

2018/01/01

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品のバッテリーを充電中、当該
製品の充電器を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、○当該製品を入手できず、調査
できなかった。○当該製品の充電器の二次側コ
ードのプロテクター先端付近が焼損していた。
○当該製品は、コードがねじれていた。○同等
品及び取扱説明書は、入手できなかった。●当
該製品は、充電器の二次側コードのプロテクタ
ー先端付近の芯線が断線し、ショートしてスパ
ークしたものと推定されるが、当該製品の確認
ができず、詳細な使用状況も不明のため、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/19)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－２０６ａ
ｓｓｉｓｔ－２０Ｘ－
２０５２

( 火災 )

A201700705

2017-2078

2017/07/00

(事故発生地)

大阪府

　使用者（８０歳代）が当該製品で走行
中、転倒し、左脚を負傷した。

　調査の結果、○使用者は、急に出てきた人を
避けようとして転倒し、左脚を骨折した。○当
該製品のアシスト比率は道路交通法の基準値を
大幅に上回っていた。○事故発生時の状況が不
明であり、アシスト比率と事故発生の因果関係
については判断できなかった。○取扱説明書に
は、「歩道では徐行する。」、「人の飛び出し
に注意する。」旨、記載されている。●当該製
品が急発進して使用者がバランスを崩し転倒し
た等の可能性が考えられるが、事故発生時の詳
細な状況が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/29)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－４５８ａ
ｓｓｉｓｔ－ｂｒｏｗｎ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0071

A201700785

2017-2370

2017/12/18

(事故発生地)

東京都

　自転車で走行中、自転車に装着してい
た当該製品が前輪に巻き込まれ、前輪が
ロックし、転倒、負傷した。

　調査の結果、○使用者は、販売店で自転車を
購入した際に、当該製品を店頭で購入し、後日
、販売店で自転車に装着した。○当該製品は標
準装備されているフロントキャリヤと前ホーク
を固定するねじ類を使用して、フロントキャリ
ヤと一緒に前ホークに固定する構造であった。
○使用者が当該製品を装着した自転車で走行中
、当該製品が前輪に巻きこまれ、前輪がロック
して転倒した。○使用者は、通勤で当該製品を
装着した自転車を６か月間、毎日３０ｋｍ走行
していた。○当該製品と標準装備されているフ
ロントキャリヤを前ホークに固定していたボル
ト及びナットが脱落してなくなっていた。○上
端部が内側に９０度変形して、泥よけ体取付金
具が自転車の前ホークの固定部から外れていた
が、泥よけ体取付金具は変形していなかった。
○ステーは前ホークに取り付けられた状態で大
きく変形しており、下端部が当該製品のステー
と前タイヤの間に巻き込まれた状態であった。
●販売店で取り付けた当該製品は、取付金具が
前ホークから外れていたため、走行中の振動や
自重で下方にずれた際、下端部が前輪に巻き込
まれ、事故に至ったものと推定されるが、取付
金具が外れた時期及び原因が不明のため、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/05)泥よけ（電動アシスト自
転車用）

パナソニック　サイクルテ
ック（株）

ＮＤＤ５５７８Ｓ

( 重傷 )

A201800446

2018-1277

2018/10/09

(事故発生地)

愛知県

　当該製品で走行中、ハンドルステム部
が脱落し、転倒、負傷した。

　当該製品はヒンジピンを固定している止めね
じの固定に不具合があり、ヒンジピン片端の抜
け防止ねじにも取付不良があったため、走行中
の振動でヒンジピンが外れ、ハンドルステム部
が折りたたみ部から脱落したものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/05)自転車

（株）ジャイアント

ＩＤＩＯＭ　１（２０１５
年モデル）

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0072

A201800555

2018-1517

2018/12/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品が分解し
、転倒して臀部を負傷した。

　当該製品は、メインボディとドライブベース
が不完全な連結状態であっても、走行が可能な
構造となっていたことから、事故に至ったもの
と推定されるが、組立て者が組立て後に本体分
解レバーがロックされていること及び転倒防止
バーが下がっていることを確認しなかったこと
も事故発生に影響したものと考えられる。

　再発防止措置として、ＷＨＩＬＬ（株）
は、走行前に本体分解レバーの位置を確認
することの重要性を社内外に周知徹底を行
い、２０１８年１２月２１日に事業者のホ
ームページに注意喚起の通知文を掲載した
。また、組立てが正しく行われたこと、又
は、行われていないことを判別しやすい方
法を検討し、製造に詳しくない人や取扱説
明書を十分読んでいない人でも、本体分解
レバー周辺の警告表示ラベルを組み立て状
態が一目で判断できるようなデザインに変
更する。

(受付:2018/12/18)電動車いす（ジョイステ
ィック形）

ＷＨＩＬＬ（株）

ＷＨＩＬＬ　Ｍｏｄｅｌ　
Ｃ

( 重傷 )

A201800623

2018-1683

2018/12/13

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品で走行中、フレームが破断し
、転倒、胸部を負傷した。

　当該製品は、メインパイプとヒンジとの溶接
が不十分であったため、使用時の衝撃や繰り返
し荷重によって溶接部に亀裂が発生し、その後
の使用により亀裂が進展し破断に至ったものと
推定されるが、使用者が上下方向に過度な繰り
返しの衝撃や過大な衝撃が加わるような使用を
したことも事故発生に影響したものと考えられ
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/15)折りたたみ自転車

ブリヂストンサイクル（株
）

ＶＦ６Ｆ２０

( 重傷 )

A201900021

2019-0092

2019/02/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、前ホークが破断し
、転倒、負傷した。

　調査の結果、当該製品は、使用中に前ホーク
のクラウン部後方から亀裂が発生し、その後の
継続使用により亀裂が前方に進展し、事故発生
時に前方向へ一気に破断したものと推定される
が、前方からの衝撃による変形等が認められず
、亀裂が生じた原因の特定には至らなかった。

　再発防止措置として、（株）アキボウは
、リコール対象型式品と同一の設計かつリ
コール同事象であることから、２０１９年
５月２２日より当該型式品の前ホークを交
換するリコールを行っている。

(受付:2019/04/08)自転車

（株）アキボウ

２０１５年度　ＰＡＬＥＴ
ＴＥ

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0073

A201700098

2017-0351

2017/04/23

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は著しく焼損し、外
装樹脂ケースが焼失していた。○内蔵のリチウ
ムポリマー電池セル２個は著しく焼損し、１個
の電池セルの電極板は焼失して、焼損著しい部
分で小さな溶融痕が多数認められた。○当該製
品を接続していた充電器に出火の痕跡は認めら
れなかった。○バランスコネクターは充電器に
接続されていたが、当該製品側の配線は断線し
、接続状況の確認はできなかった。●当該製品
のリチウムポリマー電池セルが内部短絡して異
常発熱し出火したものと推定されるが、焼損が
著しく、詳細な使用状況が不明のため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/23)バッテリー（リチウムポ
リマー、模型用）

（株）ヨコモ

ＹＢ－Ｌ４００Ａ

( 火災 )

A201700697

2017-1918

2017/08/00

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用していたところ、手に
皮膚炎を発症した。

　調査の結果、○使用者は、受診した際に当該
製品の抽出成分によるパッチテストにおいて陽
性を示していたが、再度実施したパッチテスト
では陰性であった。○抽出成分を４つの成分グ
ループに分けて各々パッチテストを実施したが
全て陰性であった。○当該製品に含まれている
可塑剤、酸化防止剤等の化学成分を分析し、成
分として市販されている試薬（標準物質）を用
いてパッチテストを実施したが全て陰性であっ
た。○当該製品の原材料に使用される物質を用
いてパッチテストを実施したが全て陰性であっ
た。●当該製品との接触により皮膚炎を発症し
たものと推定されるが、再度実施したパッチテ
ストにおける結果は全て陰性であり、原因物質
が確認できないことから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/25)手袋（作業用）

ショーワグローブ（株）

ビニトップ厚手　Ｍサイズ
　ピンク

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0074

A201800009

2018-0050

2018/02/22

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用して就寝中、足に低温
火傷を負った。

　調査の結果、○使用者は就寝時に当該製品を
足首用ホルダーに入れて使用していたところ、
就寝中に熱さで目が覚め、足首用ホルダーを取
り外すと両足首が赤くなり、低温火傷になって
いた。○使用者は就寝中に足を温める目的で、
当該製品を１年以上使用していたが、事故発生
時まで低温火傷を負ったことはなかったとの申
出内容であった。○事故発生時に使用していた
当該製品は使用者が廃棄しており、足首用ホル
ダーに同等品を入れて使用したときの発熱温度
測定は、使用者の要望により行えなかった。○
４個の同等品を用いて足首用ホルダーの同等品
に入れたときの発熱温度測定を行ったところ、
通常使用時では衣服等に熱が分散されて皮膚表
面温度はほとんど上昇しないが、布団の中に入
れた状態では、発熱開始から衣服と皮膚の接触
面の温度が上昇し続け、４０分後には皮膚と接
触する衣類の裏面も４６℃に達し、その後も
５６℃まで上昇し続けた。○低温火傷に関する
文献によれば、皮膚温度が４６℃の状態が５０
分続くと低温火傷を発症し、就寝時のような無
意識下で皮膚温度が４６℃に達していると、長
時間温度を認識できないまま低温火傷に至る可
能性があるとのことであった。●使用者が就寝
時の布団の中で使用が禁止されている当該製品
を使用したことから、低温火傷に至ったものと
推定されるが、当該製品及び当該製品を入れて
使用していた足首用ホルダーを確認できなかっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/06)カイロ（手首、足首用）

桐灰化学（株）

Ｋ０７１６０８

( 重傷 )

A201800174

2018-0476

2017/11/30

(事故発生地)

京都府

　車両内で当該製品を使用後、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。（
A201700588と同一事故）

　調査の結果、○使用者が自動車内で当該製品
を使用してコーキングガンの先端を曲げる作業
を行い、作業完了後に当該製品を車内に置いて
ドアに鍵を掛け、その場を離れたところ約１５
分後に出火した。○当該製品は、ガスの補充が
可能なターボライターである。○当該製品は著
しく焼損しており、外郭樹脂が溶融していた。
○燃料を再充填したところ、漏れは認められな
かった。○内部を確認したところ、ガス量調整
バルブ周囲に異常は認められず、異物の混入は
認められなかった。○同等品を入手できなかっ
たため、ガス量調整バルブの開き量については
比較できなかった。○車内の配線や当該製品の
周辺に置かれていた電子たばこ及びモバイルバ
ッテリーに異常は認められなかった。●当該製
品の焼損は著しく、詳細な使用状況が不明のた
め、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/28)ライター（ガス注入式）

新富士バーナー（株）

ＲＺ－５２０ＹＬ

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0075

A201800442

2018-1224

2018/10/06

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが異常発
熱し、出火したものと推定されるが、焼損が著
しく、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/02)バッテリー（リチウムイ
オン、電動工具用）

ボッシュ（株）

Ａ３６４０ＬＩＢ

( 火災 )

A201800443

2018-1229

2018/08/26

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の取扱説明書に適切なろうそくの大
きさに関する具体的な記載がなかったため、不
適切な大きさのろうそくが使用されて不安定な
状態となり、使用者が火を消さずにその場を離
れていた際に転倒して周囲に延焼したものと推
定される。　なお、ろうそくの取扱説明書には
、「火をつけたままで離れない。」旨、記載さ
れている。

　再発防止措置として、トモエ陶業（株）
は、平成３０年１２月より取り扱い注意の
しおりに、ろうそくの大きさに関して「ロ
ーソクのサイズはローソク立の２／３以下
の高さが目安です。」旨、追記している。

(受付:2018/11/02)神具（しょく台）

トモエ陶業（株）

なし

( 火災 )

A201900486

2019-1136

2019/07/29

(事故発生地)

大阪府

　駐輪場で当該製品を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の結露対策が不十分であったため、
制御基板上の絶縁性能が低下し、異常発熱して
周辺の焼損に至ったものと推定される。

　輸入事業者である神田無線電機（株）は
、事故の再発防止を図るため、２０１４年
（平成２６年）１２月１５日にホームペー
ジに情報を掲載し、対象バッテリーについ
て無償で製品交換を実施している。

(受付:2019/09/17)バッテリー（リチウムイ
オン、電動アシスト自転
車用）

神田無線電機（株）

ＫＭＤ－ＢＴ６

( 火災 )



　製品区分：　07.保健衛生用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0076

A201700528

2017-1312

2015/01/15

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用していたところ、先セ
ル（耳当て）の接触部分に皮膚炎を発症
した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品の先セル
部でのパッチテストで陽性反応を示した。○当
該製品の先セル部からの抽出物を分析、定性で
きた各物質（フタル酸ジエチル、フタル酸ジブ
チル、ポリエチレングリコールモノドデシルエ
ーテル（ｎ＝５－）、ポリエチレングリコール
モノドデシルエーテル（ｎ＝２０－））を用い
たパッチテストは、全て陰性であった。●当該
製品を用いたパッチテストを実施した結果は陽
性であったことから、当該製品との接触により
皮膚炎を発症したものと考えられるが、原因物
質は不明であり、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/24)眼鏡フレーム

青山眼鏡（株）

ＭＢ－４４５７

( 重傷 )

A201800075

2018-0251

2018/04/12

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を使用したところ、顔に皮膚
障害を発症した。

　調査の結果、○使用者が前日の夜に当該製品
を使用し、翌日に当該製品と接触していた顔の
部位が腫れ、頭痛とめまいを感じたため医療機
関を受診したところ、当該製品によるアレルギ
ーであると診断された。○当該製品は、解体調
査ができなかった。○当該製品の外観に異常は
認められなかった。○同等品から感作性のある
パラベン及びポリエチレングリコールが検出さ
れた。○当該製品及び同等品によるパッチテス
トは使用者の希望により実施できなかった。○
使用者は、以前から繰り返し当該型式品を使用
していたが、これまでに異常はなかった。●当
該製品の解体調査ができなかったため含有成分
は不明であり、パッチテストが未実施であるた
め、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/21)マスク

白元アース（株）

ＫＧＮ－ＭＲ３Ａ

( 重傷 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0077

A201800535

2018-1453

2018/10/21

(事故発生地)

兵庫県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品の
チューブが外れ、傍にいた者に当たり、
右目を負傷した。

　当該製品の本体に注意警告表示が記載されて
おらず、不特定多数が使用する環境下で見本と
して置かれていたにもかかわらず、販売店から
使用上の注意に関する情報が提供されなかった
ため、使用者がゴムチューブの固定が不十分で
あることを認識できずに当該製品を伸縮させた
際にゴムチューブがグリップから抜け、反発力
によってゴムチューブが近くにいた者に当たっ
たものと推定される。

　再発防止措置として、（株）ジャパーナ
は、販売店にある在庫品及び今後生産する
製品本体に注意喚起シールを貼付すること
とした。また、パッケージに記載している
取扱説明書の警告表示を今後生産する分よ
り強化することとした。

(受付:2018/12/10)運動器具（チューブを使
用した運動器具）

（株）ジャパーナ

ＩＧ　Ｓエキスパンダー

( 重傷 )


